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明
治
維
新
が
起
こ
る
直
前
の
慶
応
２

年
３
月
29
日
、
廣
池
千
九
郎
は
大
分

県
・
中
津
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
今
年

は
、
そ
の
生
誕
か
ら
150
年
を
迎
え
ま

す
。
社
会
教
育
を
す
す
め
る
モ
ラ
ロ

ジ
ー
研
究
所
と
学
校
教
育
を
す
す
め
る

廣
池
学
園
、
双
方
の
創
立
者
の
節
目
を

記
念
し
て
、
両
法
人
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
り
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
講

演
会
な
ど
の
記
念
事
業
が
ま
さ
に
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

麗
澤
教
育
の
原
点
は
、
廣
池
千
九
郎

が
昭
和
10
年
に
手
が
け
た
「
道
徳
科
学

専
攻
塾
」
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
塾
の
特

色
は
数
々
あ
り
ま
す
が
、
中
で
も
、
現

代
ま
で
つ
な
が
る
の
は
「
寮
教
育
」
で

す
。
創
立
者
は
イ
ー
ト
ン
、
ウ
ェ
リ
ン

ト
ン
と
い
っ
た
イ
ギ
リ
ス
を
代
表
す
る

パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル
を
目
標
と
し
、

全
寮
制
、
師
弟
同
学
を
教
育
の
柱
と
し

ま
し
た
。

　

後
年
、
私
は
ロ
ン
ド
ン
に
滞
在
し
た

際
、
名
門
の
イ
ー
ト
ン
校
を
た
ず
ね
、

あ
る
寄
宿
舎
の
ハ
ウ
ス
マ
ス
タ
ー
（
舎

監
）
に
話
を
き
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
彼
ら
は
寄
宿
舎
内
に
家
族
と
暮
ら

し
生
徒
と
寝
食
を
と
も
に
し
な
が
ら
、

将
来
の
イ
ギ
リ
ス
を
背
負
う
エ
リ
ー
ト

た
ち
の
人
間
教
育
に
あ
た
り
ま
す
。
十

年
、
二
十
年
、
同
じ
寮
に
住
み
続
け
る

ハ
ウ
ス
マ
ス
タ
ー
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
イ
ー
ト
ン
の
伝
統
教
育
の
柱
は
、

寮
教
育
に
こ
そ
あ
る
の
だ
と
痛
感
し
ま

し
た
。

　

麗
澤
教
育
の
柱
も
、
寮
教
育
に
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
、
研
究

所
や
学
園
の
教
育
活
動
を
担
わ
れ
る
方

の
多
く
は
、
麗
澤
の
寮
教
育
を
経
験
し

麗
澤
の
原
点

公
益
財
団
法
人
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
副
理
事
長

（
麗
澤
25
期
）

北き
た

川が
わ

　
治は

る

男お

れ い た く の 森
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た
方
々
で
す
。
時
代
の
変
化
に
よ
り
全

寮
制
は
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
麗
澤
の

未
来
を
つ
く
る
寮
教
育
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、
今
こ
そ
学
園
・
研
究
所
が
コ
ラ

ボ
し
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
こ
と
を

感
じ
て
い
ま
す
。

　

昨
今
は
道
徳
教
育
の
必
要
性
が
強
く

問
わ
れ
、
麗
澤
・
モ
ラ
ロ
ジ
ー
へ
の
期

待
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
創
立
者
は

「
徳
育
」
だ
け
、「
知
育
」
だ
け
で
は

な
く
、
真
の
人
間
教
育
に
は
「
知
徳
一

体
」
の
教
育
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え

ま
し
た
。
得
た
知
識
を
ど
う
生
か
す

か
。
家
族
や
友
人
を
喜
ば
せ
、
社
会
に

貢
献
す
る
た
め
に
、
自
分
に
で
き
る
こ

と
は
な
に
か
―
―
。
日
常
の
学
び
を
人

間
力
へ
と
高
め
て
い
け
る
と
こ
ろ
に
麗

澤
教
育
の
強
み
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。

　

知
と
徳
を
一
体
的
に
身
に
つ
け
た
卒

業
生
が
、
志
を
胸
に
全
国
へ
、
世
界
へ

と
羽
ば
た
い
て
い
く
。
そ
れ
が
岡
田
会

長
の
提
唱
す
る
「
コ
モ
ン
グ
ッ
ド
」
実

現
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
創
立
者
が
思
い
描
い
た
麗
澤
の
可

能
性
は
、
生
誕
150
年
を
迎
え
、
よ
り
広

く
、
よ
り
深
く
、
高
ま
っ
て
い
く
こ
と

を
確
信
し
て
い
ま
す
。
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実
行
委
員
長

　
楠く

す

田だ

正ま
さ

義よ
し

（
麗
澤
22
期
）

「
麗
澤
の
絆
・
心
の
襷
リ
レ
ー
」

 

こ
う
し
て
襷
リ
レ
ー
は
生
ま
れ
た

　

麗
澤
の
創
立
者
・
廣
池
千
九
郎
の
生
誕
一
五
〇
年
を
記

念
し
て
「
麗
澤
会
で
も
何
か
企
画
を
」
と
な
り
、
千
九
郎

先
生
の
当
時
を
偲
ん
で
、
生
誕
の
地
・
中
津
か
ら
学
園
創

設
の
地
・
千
葉
ま
で
リ
レ
ー
で
踏
破
し
よ
う
と
い
う
案
が

出
た
。
道
中
、
籠
に
乗
っ
て
も
、
列
車
で
も
よ
し
、
走
っ

て
も
よ
し
。「
ぼ
く
が
一
人
で
一
気
に
走
っ
て
み
せ
る
」

と
い
う
若
者
ま
で
現
れ
、
企
画
を
勇
気
づ
け
て
く
れ
た
。

　

議
論
を
重
ね
て
い
る
う
ち
に
、
結
局
、
北
か
ら
南
に
展

開
す
る
約
４
万
人
の
麗
澤
会
員
の
多
く
が
参
加
で
き
る
よ

う
に
す
る
こ
と
が
、
事
業
の
性
格
上
、
望
ま
し
い
と
い
う

こ
と
に
な
っ
た
。
麗
澤
健
児
と
し
て
創
立
者
の
事
跡
・
業

績
・
史
跡
を
よ
り
広
く
、
よ
り
深
く
知
る
、
よ
き
機
会
に

し
た
い
と
い
う
当
初
の
意
図
は
堅
持
さ
れ
、
最
後
に
「
麗

澤
の
絆
・
心
の
襷
リ
レ
ー
」
と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
た
。

廣
池
千
九
郎
生
誕
150
年
記
念
事
業

リ
レ
ー

麗
澤
の
絆・心
の
襷

た

す

き

た

す

た

す

た

す

た

す

た

す

た

す

た

す

た

す

た

す

た

す

きききききききききききききききき

全
国
４
万
人
の
絆
を
つ
む
い
だ
70
日
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北
海
道
支
部

群
馬
県
支
部

神
奈
川
県
支
部

東京都支部・千葉県支部合同

茨
城
県
支
部

新
潟
支
部

山
梨
県
支
部

青
森
県
支
部

静
岡
県
支
部愛知・岐阜

三
重
県
支
部



活動の詳細はコチラ
詳しい各支部の実施報告は
❶麗澤会公式ホームページ
❷麗澤会公式フェイスブックページ
❸YAHOO!、Googleで「麗澤の絆」で検索

　

今
に
し
て
思
え
ば
、
積
極
的
で
建
設
的
で
自
由
な
意
見

の
開
陳
を
得
た
賜た

ま

物も
の

で
あ
っ
た
。
こ
れ
ぞ
麗
澤
の
精
神
と

思
う
。
麗
澤
会
各
支
部
の
与
件
や
環
境
、
千
九
郎
先
生
と

の
か
か
わ
り
の
濃
淡
を
考
慮
し
て
、
支
部
ご
と
に
自
主
的

に
企
画
を
立
て
て
実
施
す
る
こ
と
に
し
よ
う
と
い
う
こ
と

に
な
り
、
昨
年
８
月
の
麗
澤
会
全
国
支
部
長
会
議
に
お
い

て
、
趣
旨
と
目
的
が
説
明
さ
れ
た
。
突
然
の
提
案
で
幾
ば

く
か
の
戸
惑
い
も
惹じ

ゃ

起っ
き

し
た
が
、「
麗
澤
の
絆
・
心
の
襷

リ
レ
ー
」
と
い
う
こ
の
言
葉
の
持
つ
不
可
思
議
な
意
味
あ

い
が
、
参
加
支
部
長
の
心
に
、
不
確
か
な
が
ら
も
大
い
な

る
称
賛
と
賛
同
を
も
た
ら
す
こ
と
と
な
っ
た
よ
う
に
思

う
。
し
ば
し
の
時
を
経へ

て
、
全
国
47
支
部
の
内
、
33
支
部

長
よ
り
エ
ン
ト
リ
ー
が
表
明
さ
れ
た
。

 

感
動
の
ゴ
ー
ル
式

　

そ
う
し
て
３
月
27
日
、
廣
池
幹
堂
・
名
誉
会
長
の
激
励

を
背
に
し
て
、
襷
リ
レ
ー
は
大
分
・
中
津
の
「
廣
池
千
九

郎
生
誕
記
念
」
の
式
典
会
場
を
出
発
し
た
。
中
津
か
ら

〝
心
の
襷
〞を
受
け
継
ぐ
の
は
、
近
隣
の
熊
本
か
福
岡
、
長

崎
か
と
思
わ
せ
た
が
、
一
気
に
北
海
道
に
飛
ん
だ
。
麗
澤

の
心
の
躍
動
と
広
が
り
を
感
じ
さ
せ
る
瞬
間
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
心
の
襷
は
自
由
に
全
国
を
踏
破
し
、
各
支
部

長
の
熱
き
情
熱
と
会
員
の
自
主
的
な
参
画
を
得
て
、
思
索

と
感
動
に
満
ち
た
多
様
な
行
事
が
展
開
さ
れ
、
６
月
５

日
、
学
園
で
行
わ
れ
た
伝
統
の
日
「
感
謝
の
集
い
」
の
式

典
に
合
わ
せ
て
、
華
々
し
く
ゴ
ー
ル
し
た
。

　

高
く
掲
げ
ら
れ
た
母
校
の
の
ぼ
り
、
寄
せ
書
き
で
溢
れ

た
支
部
の
フ
ラ
ッ
グ
、
箱
根
駅
伝
ラ
ン
ナ
ー
の
襷
が
晴
々

と
し
て
麗う

る
わ

し
か
っ
た
。
廣
池
千
九
郎
を
讃
え
た
交
声
曲

「
稀ま

れ

人び
と

」に
合
わ
せ
て
会
場
天
井
か
ら
襷
の
形
を
し
た
ス
ト
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愛
媛
県
支
部

山口県支部

広
島
県
支
部

岡山県支部

大
阪
支
部
・

和
歌
山
支
部

奈
良
県
支
部

宮
崎
県
支
部

福
岡
県
支
部

大
分
県
支
部

鹿児島支部

長
野
県
支
部

福
井
県
支
部

京
都
支
部

滋
賀
県
支
部

鳥
取
県

島
根
県
支
部

鳥
取
県

島
根
県
支
部
２
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リ
ー
マ
ー
が
放
た
れ
た
時
、
大
い
な
る
感
動
を
呼
ん
だ
。

　

そ
こ
に
は
君
が
い
た
、
あ
な
た
が
い
た
、
そ
し
て
遠
い

地
に
い
る
仲
間
、
何
か
の
理
由
で
出
席
で
き
な
い
大
切
な

あ
な
た
を
想
起
し
た
。
そ
う
、
君
の
お
か
げ
、
あ
な
た
が

最
善
の
資
質
を
持
っ
て
自
発
的
に
参
加
し
て
く
れ
た
お
か

げ
で
心
の
襷
リ
レ
ー
は
飛
翔
し
た
の
だ
。
麗
澤
の
絆
が
生

ま
れ
た
。
在
り
し
日
に
母
校
で
教
わ
っ
た
麗
澤
の
心
の
真

髄
を
知
り
得
た
と
思
う
瞬
間
で
も
あ
っ
た
。

　

皆
が
あ
り
が
と
う
！

　

と
感
泣
し
て
い
た
よ
う
に
思
う
。

 

未
完
の
リ
レ
ー
を
い
つ
の
日
か

　

言
い
残
し
た
こ
と
が
あ
る
。
二
つ
の
点
で
「
麗
澤
の

絆
・
心
の
襷
リ
レ
ー
」
は
い
ま
だ
完
結
し
て
い
な
い
。
熊

本
と
佐
賀
と
長
崎
の
こ
と
、
千
九
郎
先
生
ゆ
か
り
の
秘
湯

「
寒
の
地
獄
」（
大
分
県
）
に
お
い
て
、
３
支
部
合
同
の

企
画
が
実
施
さ
れ
る
寸
前
に
熊
本
地
震
が
発
生
し
、
不
幸

に
し
て
順
延
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　

時
が
幸
い
し
、
心
の
痛
み
が
和
ら
い
だ
時
、
改
め
て
実

施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
他
に
も
う
一
つ
、
在
外

麗
澤
会
員
へ
の
思
い
で
あ
る
。
日
本
人
、
外
国
人
を
問
わ

ず
、
麗
澤
会
員
は
海
外
に
も
数
多
く
い
る
。
千
九
郎
先
生

も
在
り
し
日
に
韓
国
と
中
国
を
歴
訪
さ
れ
た
こ
と
が
あ

り
、
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
欧
米
へ
の
旅
も
計
画
さ
れ

て
い
た
。
い
つ
の
日
か
「
麗
澤
の
絆
・
心
の
襷
リ
レ
ー
」

が
再
び
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
千
九
郎
先
生
の
遺

志
を
酌
ん
で
外
国
に
も
こ
れ
を
及
ぼ
し
、
麗
澤
の
絆
を
世

界
に
轟
か
せ
た
い
も
の
で
あ
る
。

　

平
和
な
世
界
を
創
造
す
る
、
麗
澤
会
員
の
使
命
で
も
あ

る
と
思
う
。

全国でつながれた襷を手に会場に到着した
麗澤大学陸上競技部の選手たち

中津より全国に向かっていざ出発！

ゴールした襷を掲げる小野剛・副会長

会場を埋めつくした支部のフラッグ

リレー出発にあたって挨拶する岡田恭彦会長

天井からストリーマーが発射されると歓声が
わき起こりました

大
分
・
中
津
か
ら
千
葉
・
柏
ま
で
、
つ
な
ぎ
に
つ
な
い
だ
襷
リ
レ
ー
。

前
代
未
聞
の
こ
の
企
画
に
立
ち
上
が
っ
た
全
国
30
支
部
の
熱
気
を
お
伝
え
し
ま
す

（
熊
本
地
震
の
た
め
熊
本
・
佐
賀
・
長
崎
は
７
／
30
に
延
期
）

走
っ
た
、つ
な
い
だ
、笑
顔
が
咲
い
た

全
国
ぐ
る
り
33
支
部

心
の
襷
リ
レ
ー

廣池千九郎生誕一五〇年記念事業 リレー麗澤の絆・心の襷



取
締
役
会
長

（
24
高
）

小
野 

剛（
28
高
大
）

風
澤 

俊
夫

（
43
高
）

田
口 

英
樹

（
20
高
）

安
部 

泰
宏

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

（
53
瑞
）

小
野 
謙
治

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

ジ
ャ
ト
ー
株
式
会
社

田
口
建
設
株
式
会
社

株
式
会
社　

ア
キ
ラ
水
産

２
０
１
６
年
10
月
お
か
げ
さ
ま
で
70
周
年
を
迎
え
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、「
伝
え
る
技
術
」で
豊
か
な
社
会
を
創
造
し
て
い
き
ま
す
。

田
口
建
設
株
式
会
社
は
、麗
澤
会
を
応
援
し
ま
す

祝　

廣
池
千
九
郎
先
生　

生
誕
150
年

〒
530 

0053 

大
阪
市
北
区
末
広
町 
１ 
22

〒
277 

0005 

柏
市
柏
２ 

３ 

１

〒
557 

0042 

大
阪
市
西
成
区
岸
里
東
1 

3 

15

〒
810 

0072 

福
岡
県
福
岡
市
中
央
区
長
浜
3 

11 

3 

711

（
45
高
）

福
田 
靖
久

代
表
取
締
役

株
式
会
社　

丸
福

味
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

〒
578 

0935 

大
阪
府
東
大
阪
市
若
江
東
町
1 

1 

59

（
32
瑞
）

岡
本 

茂
裕

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

（
24
大
）

坂
田 

憲
一

代
表
取
締
役

オ
カ
モ
ト
産
業
株
式
会
社

祝　

廣
池
千
九
郎
先
生　

生
誕
150
年

〒
737 

0027 

広
島
県
呉
市
昭
和
町
6 

28

（
45
高
）

森
光 

孝
雅

代
表
取
締
役

株
式
会
社　

八
天
堂

生
誕
150
年　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

〒
723 
0051 

広
島
県
三
原
市
宮
浦
3 

31 

7

エ
ス
ケ
イ
テ
ィ
株
式
会
社

限
り
な
く
信
頼
と
創
造
を
未
来
へ

〒
545 

0011 

大
阪
市
阿
倍
野
区
昭
和
町
2 

19 

28

麗
澤
瑞
浪

も
っ
と
も
っ
と
輝
く
瑞
浪
に
！

未
来
に
受
け
継
が
れ
る
食
文
化
の
構
築
を
目
指
す

ア
キ
ラ
グ
ル
ー
プ

〒
509 

6102 

岐
阜
県
瑞
浪
市
稲
津
町
萩
原
1661
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平
成
28
年
は
、
廣
池
学
園
創
立
者
廣
池

千
九
郎
先
生
（
１
８
６
６
〜
１
９
３
８
）

の
生
誕
150
年
に
あ
た
り
ま
す
。
麗
澤
会
で

は
、
こ
れ
を
機
に
、
麗
澤
会
員
が
廣
池
千
九

郎
先
生
を
知
り
、
麗
澤
の
『
絆
』
を
よ
り
強

め
る
こ
と
。
加
え
て
、
母
校
の
将
来
の
発
展

を
願
う
、
恩
人
・
恩
師
に
感
謝
を
す
る
こ
と

を
若
い
世
代
へ
、
し
っ
か
り
と
価
値
を
継
承

す
る
た
め
に
、
麗
澤
会
と
し
て
「
心
の
襷

リ
レ
ー
」（
終
了
）、「
船
渡
御
」（
７
月
25

日
）、「
全
国
同
時
開
催
お
久
し
ぶ
り
す
き
焼

き
大
会
」（
11
月
３
日
中
心
）
の
３
記
念
行

事
を
企
画
い
た
し
ま
し
た
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
是
非
ご
参
加
を
い
た
だ

き
た
く
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

 

麗
澤
会
会
長　

岡
田　

恭
彦

 

麗
澤
会
副
会
長　

小
野　
　

剛

 

松
浪　
　

進

　
麗
澤
の
絆
・
心
の
襷
リ
レ
ー

 

（
４
か
ら
６
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
平
成
28
年
３

月
27
日
（
日
）「
廣
池
千
九
郎
生
誕
記
念
の

集
い
」（
中
津
記
念
館
）
に
て
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
「
心
の
襷
」
は
、
全
国
32
支
部
の
心

を
繋
ぎ
、
６
月
５
日
（
日
）「
伝
統
の
日
・

感
謝
の
集
い
」

（
廣
池
学
園
）
に

て
ゴ
ー
ル
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し

た
。

開
催
目
的
：
母
校

麗
澤
の
創
立
者
廣

池
千
九
郎
先
生
を

偲
び
、
各
支
部
に

お
い
て
先
生
ゆ
か

り
の
地
を
訪
ね
、

先
生
の
史
跡
・
事

蹟
を
学
ぶ
こ
と
で

麗
澤
会
の
活
性
化

に
つ
な
げ
る
。

　
船
渡
御

 
（
申
し
込
み
を
締
め
切
り
ま
し
た
）

開
催
目
的
：
廣
池
千
九
郎
先
生
生
誕
150
年
を

記
念
に
、
麗
澤
会
本
部
、
関
西
各
支
部
が
一

体
と
な
っ
て
主
管
し
、
大
阪
天
満
宮
船
渡
御

に
参
加
す
る
。（
な
お
、
麗
澤
会
と
し
て
船

渡
御
参
加
は
３
回
目
と
な
り
、
当
会
と
し
て

は
今
回
が
最
後
と
な
り
ま
す
）

　

恩
師
、
恩
人
、
並
び
に
当
会
が
日
ご
ろ
お

世
話
に
な
っ
て
い
る
方
々
を
お
招
き
し
、
会

員
、
家
族
で
恩
人
・
恩
師
に
感
謝
の
心
を
伝

え
る
。

開
催
日
時
：
平
成
28
年
７
月
25
日
（
月
）

全
国
同
時
開
催
お
久
し
ぶ
り
す
き
焼
き
大
会

 

（
８
、９
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

開
催
目
的
：
廣
池
千
九
郎
先
生
生
誕
150
年
を

記
念
に
、
麗
澤
会
の
絆
を
、
普
段
あ
ま
り
参

加
さ
れ
な
い
方
、
若
い
（
全
寮
制
終
了
以

降
）
世
代
に
感
じ
て
い
た
だ
く
。

オ
カ
モ
ト
産
業
株
式
会
社　

代
表
取
締
役　

岡
本　

茂
裕
（
32
瑞
）、
力
石　

裕
美
（
61
瑞
）、
小
倉
千
可
子
（
70
瑞
）、
小
倉　

久
司
（
73
瑞
）、
小
倉　

大

史
（
78
瑞
）、
小
倉　

啓
司
（
18
瑞
）、
佃　

洵
（
22
大
）、
株
式
会
社
ア
キ
ラ

水
産　

代
表
取
締
役
社
長　

安
部　

泰
宏
（
20
高
）、
株
式
会
社　

八
天
堂　

代
表
取
締
役　

森
光　

孝
雅
（
45
高
）、
宮
島　

泰
郎
（
29
高
大
）、
株
式
会
社

　

丸
福　

代
表
取
締
役　

福
田　

靖
久
（
45
高
）、
石
渡　

英
雄
（
20
高
大
）、

石
渡　

敏
子
（
20
高
）、
風
澤　

俊
夫
（
28
高
大
）、
田
口
建
設
株
式
会
社　

代

表
取
締
役　

田
口　

英
樹
（
43
高
）、
麗
澤
瑞
浪
中
学
・
高
等
学
校
、
エ
ス
ケ

イ
テ
ィ
株
式
会
社　

代
表
取
締
役　

阪
田　

憲
一
（
24
大
）、
ジ
ャ
ト
ー
株
式

会
社　

取
締
役
会
長　

小
野　

剛
（
24
高
）、
ジ
ャ
ト
ー
株
式
会
社　

代
表
取

締
役
社
長　

小
野　

謙
治
（
53
瑞
）、
新
田　

紘
輔
（
21
高
）、
田
中　

敏
滋

（
31
高
）、

創立者廣池千九郎先生 生誕150年記念 麗澤会行事

「
創
立
者
廣
池
千
九
郎
先
生 

生
誕
150
年
記
念 

麗
澤
会
行
事
」に
ご
協
賛
を
い
た
だ
い
た
方
々

 

（
敬
称
略・順
不
同
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。未
掲
載
の
方
は
次
号
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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　麗澤会創立者廣池千九郎先生　生誕150周年を記念して、卒業会食の定番であった「すき焼き」を再
現。卒業以来、お久しぶりの卒業生、特に、若い世代に参加いただき、世代・出身校を超えた人と人の
「つながり」を生み出し、麗澤の絆を感じます。

● インターネット中継で、全国一斉につながります！　あの懐かしい恩師や卒業生とつながります。
● 麗澤会から補助が出るため、リーズナブルな価格で参加できます　※参加費用は各支部ごとです。
● 参加者全員に、オリジナル記念品～麗澤の心の「架け箸（かけは
し）」をプレゼント。
● 豪華商品が当たる大抽選会を実施します。　※特賞は、海外旅行券な
ど豪華賞品を予定。

▶開催日時：平成28年11月３日（木・祝）12:00頃～14:00頃
※インターネット中継に参加する場合は、同日同時間一斉開催となります
※同日同時開催できない場合、概ね、10月下旬より11/3までの１週間程度の期間でご開催ください

▶実施単位：麗澤会各支部、並びに首都、東海、関西ゾーン（合同開催可だが、１行事単位）

▶本部援助：１行事50,000円＋2,000円／参加者一人当たり（麗澤会会員限定）　※本部にご申請ください。

▶メイン会場：千葉県支部（学園内を予定）、岐阜県支部（会場は瑞浪を予定）
　　　　　　※本部より廣池名誉会長、恩師の出席を依頼。　※千葉会場。

● 絆の襷リレーでつながった麗澤会の心を、今回の「お久しぶりです！すき焼き大会」でも“麗澤の心の架け箸”と
して、つなげていきます。そこで、全国一斉抽選大会において、全国に広がる麗澤の輪を参加者の皆さんに感じて
いただくべく「支部長賞」を設けました。ぜひ、賞品提供へのご協力をお願いします。

● 支部長賞とは、各支部または支部長に選んでいただく賞品で、ご当地の名産品や麗澤会会員にゆかりの物品など、
なんでも結構です。金額的には、各支部上限１万円程度の賞品のご提供をお願いします（大会への参加の有無にか
かわらず、ご検討ください）。賞品は、目録で結構です。全国配送可能な賞品をご検討ください。賞品ご提供のお
申し込みは、８月末までに麗澤会本部にご連絡ください。

● 各支部よりご提供いただいた賞品は、当日のメインイベントのみならず、大会告知のFBやホームページでもご紹
介し、より幅広い世代の方々がご参加くださるよう、アピールさせていただきます。

● また、大会盛り上げへの寄付も募集しておりますので、ご検討のほど、よろしくお願い致します。

麗澤会「創立者廣池千九郎先生　生誕150周年記念行事」

開催の目的

大会の特徴

開催概要

お久しぶり！「すき焼き大会」のご案内

恩師や卒業生とつながる オリジナル記念品がもら
える 豪華商品が当たる

大抽選会の賞品提供をお願いします！　【各支部及び支部長への「賞品提供」のお願い】

▶全国一斉抽選大会の実施
※麗澤会員関連の企業・店舗からの賞品を予定。
※すき焼き大会参加者全員が対象になります。
※ 抽選方法は、参加者全員に「お久しぶり！すき焼き大会」“麗澤の心の架け箸” （本大会用にオリジナル制作）を配布。箸袋に抽選番
号を印刷して抽選（お一人さま一膳。人数は事前申請）。

※ 抽選は、11/3のインターネット中継時に実施。同時開催でない支部、インターネット中継できない支部への当選番号の通知は、U
ストリームなどを通じて周知させていただきます（事前開催の場合、当日まで抽選番号を保管してください）。

※ 賞品は、本部賞として、海外旅行などの豪華賞品を予定。また、支部長賞として、全国の麗澤会の支部長に賞品をご提供いただく予
定です。

▶インターネット中継に関して
※ インターネット中継は、skypeを予定。参加の場合、固定回線(または、固定回線+wifi)の通信環境、カメラ付きPC＋マイクが必
要になります。

※ 現状（６月末時点）、千葉、瑞浪、北海道、関西、中津などが中継に参加予定。またUストリーム、Facebookでの告知を予定。

麗澤の心の《架け箸》イメージ
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　『お久しぶりすき焼き大会』開催予定支部一覧を掲載します。実際の開催の有無、日時、場所等は変更になる可能性が
ありますので、直接支部にお問い合わせください。なお一覧表に掲載されていない支部についてのお問い合わせは麗澤会
本部　reitakukai@ad.reitaku-u.ac.jp　までお願いします。

支部名 キャッチフレーズ 開催日 開催時間
（予定）

場所 参加費
（予定）

申し込み先・問い合わせ先
名称 住所 担当者名 メールアドレス ＦＡＸ

北海道 お久しぶり北海道！ 11月3日 昼ごろを
予定 北海道会館

札幌市中央
区南2条西
7-7-2

2,000円 鎌田　俊一 skamada@
moralogy.jp 011-221-2811

青森県

廣池千九郎先生生誕150年記念
「麗澤の絆・心の襷リレー」第１弾
として４月17日に新渡戸記念館を
会場に「廣池千九郎先生と新渡戸稲
造先生との関わりを学び麗澤の絆を
深めあう」というテーマで実施しま
した。続く第２弾として、「麗澤の
絆をさらに深めあう」ことを目標に
して、「お久しぶりすき焼き大会」
を実施することにしました。

10月30日
または
11月３日

12時から
14時 葆里湛 青森市本町

５-10-４ 1,000円 若井　隆志 twakai@actv.ne.jp

福島県

廣池千九郎先生生誕150周年記念
事業としての「すき焼き大会」を通
じて、麗澤会の皆さんの親睦と融
和、福島県におけるさらなる復興へ
の意識醸成を図り、それぞれの結び
つきを強めて参ります。

11月５日 18時から
20時

東日本生涯
学習セン
ター

伊達市保原
町大柳羽山
下１-１

未定 先崎　温容 qqcp3zbb9@
miracle.ocn.ne.jp 0247-78-1278

栃木県 廣池先生生誕150周年をきっかけ
に更なる会員相互の親睦を！ 11月３日 11時から

14時 未定 2,000円 伊藤　信一 ito@in-ito.co.jp 028-625-4980

群馬県

群馬県支部でも大抽選会でダブル
チャンス！初めての方でも気軽に楽
しんでもらえる会ですので、多くの
ご参加をお待ちしています。

11月３日 12時から
14時

高崎ワシン
トンホテル
プラザ銀座

高崎市八島
町70 2,000円 上原　克文 katsufumiuehara@

yahoo.co.jp

千葉県
東京都

楽しく気軽に参加いただけるような
会にしたい！ 11月３日 昼ごろを

予定 廣池学園内 未定 高野倉　匡人 taicho@f-gear.
co.jp

新潟県 今回の襷リレーでの絆をさらに深
め、より広げられる会に！ 11月３日 11時から

15時 割烹　魚藤 長岡市表町
１-10-６ 3,000円 横山　英晴 tyujyo-yoko@

nct9.ne.jp 0258-66-5050

静岡県

「廣池千九郎先生 生誕150周年」
記念行事として会員相互の親睦を深
め地域に居る先輩・後輩の絆を少し
でもつなげ、愛校心を持って母校を
応援できる様に共に「すき焼きの
味」を楽しみましょう

11月３日 12時から
14時 未定 静岡市内ま

たは畑毛 2,000円 村越　勉 kameyawine@
mub.biglobe.ne.jp 054-276-1157

岐阜県
愛知県 屏風山の麓に集ろう！ 11月３日 昼ごろを

予定 麗澤瑞浪 未定 齋藤　鎭治 101ys@ps-saito.jp

三重県 廣池千九郎先生　生誕150周年記
念第２弾　お久しぶりすき焼き大会 11月３日

12時から
14時

麗澤会三重
県支部

四日市市生
桑町55 1,000円 白木　貞一郎 info@shiraki-kk.

com 0596-23-2103

滋賀県

会員家族の参加も呼びかけて、みん
なが楽しく集まりワイワイとお祭り
ができるような賑やかな雰囲気で近
江牛すき焼きパーティーを開催しま
す。

11月３日 12時から
14時

和風レスト
ラン　おり
ひめ

長浜市川崎
町288 3,000円 林　章浩 aki62739@zb.ztv.

ne.jp 0749-52-2346

京都府
今春、日本遺産に認定された「海の
京都・舞鶴」で開催し、京都麗澤会
人的ネットワークの拡大を！

11月3日 14時から
16時

ホテル　
マーレたか
た

舞鶴市字浜
2002-3 5,000円 有吉　央顕

ariyoshi.
hisataka@city.
maizuru.kyoto.jp

0773-65-4074

兵庫県 一人ひとりの人間関係から家族的な
集まりにより楽しい麗澤会に！ 11月３日 12時から

14時
赤井安全ガ
ラス㈱内

神戸市東灘
区御影塚町
２-６-19

2,000円 大上　磯松 mkkr08300@
maia.eonet.ne.jp 079-597-3212

奈良県 廣池先生生誕150周年をきっかけ
に更なる会員相互の親睦を！ 11月３日 12時から

15時
和洋膳処　
砂貴

橿原市新賀
町236-1 3,000円 原田　晋一 shin@

haradafoods.co.jp

和歌山県
麗澤会員はもとより家族揃ってお越
しください。未来の麗澤会員大歓
迎！！

11月３日 12時から
15時

和歌山モラ
ロジー講堂

和歌山市有
本163 1,000円 山添　順裕

yoshihiro@
yamazoe-print.
co.jp

073-473-9019

島根県
鳥取県

５月15日の「麗澤の絆・心の襷リ
レー」事業で確かめた麗澤会の仲間
意識を未参加の人たちにも広げて行
き、卒業の時に味わった感動をよみ
がえらせ、麗澤会としての絆を構
築・広げて行きたいと思います。

11月３日 17時から
20時

松江市内未
定 未定 中村　寿男

marujyu@nippon-
tea.co.jp
hisave29@gmail.
com
両方にメールをお願
いします。

0852-26-3960

広島県 襷リレーをきっかけに更なる会員相
互の親睦を深めるぞ！ 11月３日 未定 未定 未定 湯本　雅博

masahiro.
yumoto@astomos-
retailing.com

084-961-1313

山口県

山口ならではの湯田温泉の湯につか
り、同じ釜の飯を食べた仲間とし
て、同じ鍋を囲み、すき焼きを一緒
に食べることで麗澤の絆を強めた
い！

10月29日 17時から
20時

プラザホテ
ル寿

山口市湯田
温泉３-３
-13

未定 山下　温子 n-yamashita@
nodagakuen.ed.jp 083-923-7338

香川県 久しぶりに元気な顔で会いたいです
ね！ 10月30日 17時から

20時

やすらぎの
家はあとお
ん

観音寺市植
田町1400番
地

2,500円 宮本　雅由 masa-miya11@
almond.ocn.ne.jp 0875-24-8011

愛媛県 廣池先生生誕150周年をきっかけ
に更なる会員相互の親睦を！ 11月３日 12時から 未定 未定 鳥生　幸吉 reitakukai@

ad.reitaku-u.ac.jp 04-7173-3146

九州ゾーン
合同

九州ゾーン合同で廣池千九郎先生生
誕の地で開催！（鹿児島県支部は別
開催）

11月３日 11時から
14時 中津記念館 大分県中津

市 1,000円 村田　雅洋 amurata52@
gmail.com 0979-26-1354

鹿児島県

麗澤ＯＢ・ＯＧが一同に集い、すき
焼きパーティーを行うことで、麗澤
時代と廣池博士を偲び今後の交流を
深める。

11月３日 11時から
15時

旧鹿児島モ
ラロジー事
務所

鹿児島市武
岡２-13-７ 未定 坂田　道郎 sakatamichiomc@

gmail.com 099-272-1002
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私
が
今
、
一
番
力
を

入
れ
て
い
る
こ
と
は
ゴ

ル
フ
で
す
。
ゴ
ル
フ
は

小
学
1
年
生
の
時
に
父

の
勧
め
で
始
め
ま
し

た
。
最
初
は
ク
ラ
シ
ッ

ク
バ
レ
エ
と
空
手
も

習
っ
て
い
ま
し
た
が
、
小
学
四
年
生
の
時
に
初
め
て
全
国
大

会
に
出
場
し
た
時
か
ら
〝
将
来
は
強
い
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
に

な
り
た
い
〞
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
が
麗
澤
に
入
学
し
よ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
は
、
一
学

年
上
の
先
輩
が
い
た
か
ら
で
す
。
先
輩
は
ゴ
ル
フ
が
上
手
で

勉
強
も
で
き
て
、
一
番
憧
れ
て
い
る
先
輩
で
す
。
そ
し
て
本

当
に
い
つ
も
私
と
向
き
合
っ
て
接
し
て
く
れ
ま
す
。
そ
の
恩

返
し
と
し
て
感
謝
を
込
め
て
、
先
輩
と
と
も
に
日
本
ジ
ュ
ニ

ア
ゴ
ル
フ
選
手
権
に
出
場
し
て
活
躍
し
た
い
で
す
。

　

小
学
六
年
生
の
時
に
足
の
手
術
を
し
て
約
半
年
間
、
ゴ
ル

フ
が
で
き
な
い
時
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し
て
ゴ
ル
フ
が
で

き
て
い
る
の
は
、
家
族
や
友
達
、
周
り
の
方
々
の
支
え
が
あ

る
か
ら
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
は
地
道
に
頑
張
っ
て
い
く

こ
と
し
か
で
き
な
い
で
す
が
、
将
来
、
支
え
て
く
れ
た
方
々

に
笑
顔
を
届
け
ら
れ
る
強
い
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
に
な
り
た
い

で
す
（
２
０
１
４
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
選
手
権
優
勝
）。

感
謝
を
込
め
て

全
国
優
勝
を

５
年
・
ゴ
ル
フ
部

河こ
う

野の 

杏あ
ん

奈な

　

今
、
私
は
所
属
し
て
い
る
麗
澤
高
校
ラ
グ
ビ
ー
部
の
活
動

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
多
く
の
仲
間
に
支
え
ら
れ
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
が
女
性
は
私
一
人
。
女
性
と
い
う
理
由
だ
け

で
特
別
扱
い
さ
れ
る
の
が
イ
ヤ
だ
っ
た
私
は
、
顧
問
の
松

倉
先
生
の
「
恵
の
こ
と
は
、
部
活
中
は
男
だ
と
思
え
‼
」
と

チ
ー
ム
メ
イ
ト
に
言
っ
て
く
だ
さ
っ
た
言
葉
が
、
私
に
と
っ

て
、
と
て
も
や
り
や
す
く
、
嬉
し
く
感
じ
ま
し
た
。

　

私
に
で
き
る
こ
と
を
精
い
っ
ぱ
い
や
れ
ば
チ
ー
ム
の
力
に

な
る
し
、
み
ん
な
が
頑
張
る
こ
と
に
よ
っ
て
私
も
刺
激
を
受

け
る
。
ラ
グ
ビ
ー
を
始
め
て
か
ら
助
け
合
う
こ
と
の
大
切
さ

を
強
く
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ラ
グ
ビ
ー
に
限
ら

ず
、
何
事
に
お
い
て
も
「
み
ん
な
の
お
か
げ
で
、
私
が
い

る
」
と
思
え
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
全
部
ラ
グ
ビ
ー
の
お

か
げ
で
す
。
日
頃
、
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
人
た
ち
に
恩
返

し
の
た
め
に
も
、
年
末
の
一
年
で
最
も
大
き
な
大
会
に
東
日

本
代
表
と
し
て
出
場
す
る
こ
と
が
、
今
の
私
の
目
標
で
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
日
々

チ
ー
ム
の
仲
間
と
と
も

に
努
力
し
て
行
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
（
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
強
化

指
定
選
手
）。

み
ん
な
の
お
か
げ
で

私
が
い
る

６
年
・
ラ
グ
ビ
ー
部

宗む
な

像か
た 

恵
め
ぐ
み

　

私
の
夢
は
、
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
て

メ
ダ
ル
を
取
る
こ
と
で

す
。
車
い
す
テ
ニ
ス
を

始
め
て
か
ら
２
年
程
度

で
す
が
、
試
合
展
開
を

読
む
楽
し
さ
や
試
合
に

勝
っ
た
時
の
興
奮
を
味
わ
っ
て
か
ら
、
車
い
す
テ
ニ
ス
の
と

り
こ
に
な
り
ま
し
た
。
自
分
が
強
く
な
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
同
じ
障
害
を
持
つ
人
た
ち
に
「
可
能
性
は
無
限
大

で
あ
る
こ
と
」
を
身
近
な
存
在
と
し
て
伝
え
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、学
校
生
活
に
お
い
て
は
、英
語
力
を
身
に
つ
け
、高

校
２
年
生
ま
で
に
英
検
２
級
を
取
得
し
た
い
で
す
。私
は
、中

学
１
年
生
の
時
に
大
け
が
を
し
、約
１
か
月
間
、ア
メ
リ
カ
の

病
院
に
入
院
し
ま
し
た
。海
外
の
入
院
生
活
は
、自
分
の
常
識

が
通
じ
ず
、不
安
と
孤
独
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。さ
ら
に
言
葉

の
壁
に
ぶ
つ
か
り
、積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。こ
の
よ
う
な
経
験
か
ら
、英

語
力
は「
自
ら
道
を
切
り
開
く
後
ろ
盾
」に
な
る
と
実
感
し
ま

し
た
。こ
れ
か
ら
も
、常
に
向
上
心
を
持
ち
、国
際
的
日
本
人

と
し
て
成
長
し
て
い
き
た
い
で
す（
第
32
回
全
日
本
車
い
す

テ
ニ
ス
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
大
会
優
勝
）。

可
能
性
は
無
限
大
っ

て
伝
え
た
い

４
年
・
車
い
す
テ
ニ
ス

船ふ
な

水み
ず 

梓し

緒お

里り

の志
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私
の
今
の
目
標
は「
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
優
勝
」で
す
。

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
優
勝

す
る
た
め
に
、練
習
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
で
す
が
、

日
々
の
学
校
生
活
、寮
生

活
に
お
い
て
甘
さ
が
出
な

い
よ
う
に
仲
間
と
切
磋
琢
磨
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

私
が
麗
澤
瑞
浪
で
学
ぼ
う
と
思
っ
た
理
由
は
３
つ
あ
り
ま

す
。１
つ
目
は
剣
道
部
が
強
豪
で
あ
る
こ
と
、２
つ
目
は
文
武

両
道
で
あ
る
こ
と
、３
つ
目
は
剣
道
と
道
徳
教
育
を
通
じ
て

素
晴
ら
し
い
人
間
に
な
り
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。こ
の

３
つ
目
が
私
の
志
と
言
っ
て
い
い
と
思
い
ま
す
。剣
道
部
の

顧
問
で
あ
る
谷
垣
先
生
に
様
々
な
ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、そ
の
中
で
も
私
の
心
に
響
い
た
言
葉
は
、「
過
去
に
感

謝
、現
在
に
勇
気
、未
来
に
希
望
」で
す
。こ
の
言
葉
を
胸
に
、

文
武
両
道
を
目
指
し
、周
り
の
方
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘

れ
る
こ
と
な
く
、大
切
な
仲
間
と
過
ご
し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
し
て
私
は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
優
勝
を
目
指
す
こ
と
で
、
人

と
し
て
立
派
だ
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
人
間
に
な
っ
て
い
き
ま

す
。
こ
う
い
っ
た
志
を
持
っ
て
、
麗
澤
瑞
浪
で
学
ん
だ
こ
と

を
将
来
に
生
か
し
、
社
会
に
恩
返
し
の
出
来
る
警
察
官
に

な
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

剣
道
と

道
徳
教
育

６
年
・
剣
道
部

小こ

角す
み 

朋と
も

樹き

　

私
が
麗
澤
瑞
浪
高
校
に
入
学
し
た
の
は
、
文
武
両
道
が
実

現
で
き
る
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
卓
球
部
顧
問
が
元
国
体
選

手
だ
と
い
う
こ
と
と
、
勉
強
が
で
き
る
環
境
を
見
て
入
学
を

決
め
ま
し
た
。
高
校
２
年
の
６
月
に
主
将
と
な
り
、「
団
体

で
県
大
会
ベ
ス
ト
４
に
入
り
東
海
大
会
に
出
場
す
る
」
と
い

う
目
標
を
立
て
ま
し
た
。
短
い
練
習
時
間
を
工
夫
し
、
練
習

メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
上
げ
る
た
め
に
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。
普
段
の
生
活
も
勝
負
に
関

わ
っ
て
く
る
と
先
生
か
ら
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
し

て
、
11
月
の
新
人
戦
。
順
調
に
勝
ち
進
み
東
海
大
会
を
懸
け

た
決
定
戦
で
あ
と
１
ゲ
ー
ム
取
ら
れ
た
ら
負
け
る
と
い
う
所

で
、
不
思
議
と
変
な
焦
り
は
な
く
、
今
ま
で
の
練
習
や
歩
ん

で
き
た
道
の
こ
と
を
胸
に
試
合
に
臨
む
こ
と
が
で
き
、
逆
転

勝
利
と
な
り
ま
し
た
。
11
年
ぶ
り
の
東
海
大
会
出
場
を
果
た

し
ま
し
た
。

　

部
活
も
頑
張
り
、勉
強
も
頑
張
り
、普
段
の
生
活
も
き
ち
ん

と
す
る
。卓
球
で
結
果
を
出
す
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
嬉
し

い
こ
と
で
す
し
、そ
れ
と
同
時

に
こ
こ
で
の
生
活
で
人
間
的
に

成
長
で
き
た
こ
と
が
私
の
人
生

に
と
っ
て
自
信
に
な
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。部
活
の
練
習
、生

活
面
、勉
強
面
、そ
れ
ぞ
れ
で
頑

張
る
こ
と
で
、こ
れ
か
ら
も
一

層
人
間
的
に
成
長
を
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

卓
球
を
通
し
て

人
間
的
成
長
を

６
年
・
卓
球
部

加か

藤と
う 

愛あ
い

梨り

　

私
は
中
学
生
の
時
に
始
め
た
陸

上
競
技
を
続
け
よ
う
と
決
め
て
、

高
校
で
も
陸
上
部
に
入
部
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
入
部
し
て
間
も
な

い
こ
ろ
の
私
は
、
部
員
た
ち
と
の

レ
ベ
ル
の
差
、
練
習
量
の
差
を

痛
感
し
、
中
学
校
と
高
校
と
の

ギ
ャ
ッ
プ
に
心
を
う
ち
ひ
し
が
れ

て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
自
分
に
先
生
は
い
つ
も

「
敵
は
己
の
中
に
あ
り
」
と
言
っ

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
意
味
を
理
解
し
た
時
、
陸
上
競

技
の
新
た
な
魅
力
に
気
付
き
、
ど
ん
ど
ん
陸
上
が
好
き
に

な
っ
て
、
ど
ん
な
つ
ら
い
練
習
に
も
意
義
を
見
い
だ
し
て
楽

し
く
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

と
比
例
し
て
成
績
も
伸
び
て
い
き
ま
し
た
。

　

人
と
比
較
し
て
努
力
す
る
の
で
は
な
く
、
自
分
自
身
の
限

界
に
挑
戦
し
、
自
分
の
心
の
中
に
あ
る
甘
さ
を
克
服
し
て
い

く
こ
と
の
大
切
さ
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

今
私
に
は
夢
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
こ
の
麗
澤
瑞
浪
を

県
内
で
一
番
の
強
豪
校
に
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
す

る
こ
と
で
す
。
も
ち
ろ
ん
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う

が
、
ど
ん
な
苦
難
も
乗
り
こ
え
て
、
己
に
勝
ち
、
努
力
し
て

い
き
ま
す
。
そ
し
て
己
に
克
つ
経
験
を
持
っ
て
社
会
に
巣

立
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

己
の
中
の
敵
に

打
ち
克
つ

６
年
・
陸
上
部

伊い

藤と
う 

飛ひ

雄ゆ
う

一番左が伊藤選手
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麗
澤
大
学

　

私
は
両
親
に
勧
め
ら
れ
て
、七

歳
か
ら
中
国
武
術
の
一
つ
で
あ

る
武
術
太
極
拳
を
始
め
ま
し
た
。

　

私
が
麗
澤
大
学
の
中
国
語
専

攻
に
進
学
を
決
め
た
の
は
、
中

国
語
を
学
べ
ば
、
武
術
太
極
拳

に
対
す
る
理
解
が
深
ま
り
、
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
れ
る
と
考
え

た
か
ら
で
す
。
現
在
、
東
日
本

の
強
化
選
手
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
が
、
中
国
で
強
化
合

宿
が
行
わ
れ
た
り
、
個
人
で
中
国
に
練
習
に
行
っ
た
り
す
る

と
き
に
、
学
ん
だ
中
国
語
が
大
変
役
立
っ
て
い
ま
す
。
麗
澤

に
進
学
し
て
本
当
に
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
は
第
13
回
世
界
武
術
選
手
権
大
会
に
日
本
代
表
と
し

て
参
加
し
、
男
子
太
極
拳
・
男
子
太
極
剣
の
2
種
目
で
銀
メ

ダ
ル
を
獲
得
し
、
現
在
は
さ
ら
な
る
高
み
を
め
ざ
し
、
日
々

練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
め
ざ
す
は
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
で

す
。
今
後
も
麗
澤
大
学
で
学
ん
だ
中
国
語
を
活
か
し
て
、
精

進
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

麗
澤
大
学
に
は
私
が
所
属
す
る
武
術
太
極
拳
部
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
こ
数
年
は
部
員
が
少
な
く
寂
し
い
限
り
で
す
。
ぜ

ひ
一
緒
に
練
習
し
ま
し
ょ
う
（
第
13
回
世
界
武
術
選
手
権
大

会
・
男
子
太
極
拳
2
位
）。

め
ざ
す
は

世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
！

中
国
語
専
攻
四
年
・
武
術
太
極
拳
部

荒あ
ら

谷や 

友と
も

碩ひ
ろ

　

私
は
、
剣
道
部
の
主
将
と
し
て
、
部
員
た
ち
と
と
も
に

日
々
奮
闘
す
る
だ
け
で
な
く
、
一
つ
の
組
織
の
中
で
た
く
さ

ん
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

私
が
主
将
に
な
っ
た
時
、
部
の
目
標
を
全
日
本
出
場
と
し

ま
し
た
。
主
将
と
し
て
自
身
の
こ
と
だ
け
で
な
く
、
周
り
の

部
員
の
こ
と
も
常
に
気
に
か
け
、
部
全
体
の
稽
古
の
雰
囲
気

が
盛
り
上
が
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

も
、
ま
ず
は
上
級
生
が
率
先
し
て
声
を
だ
し
、
行
動
す
る
こ

と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

剣
道
部
に
身
を
置
く
こ
と
で
厳
し
い
こ
と
や
辛
い
こ
と
も

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
部
活
を
辞
め
て
普
通
に
学
生
生
活
を

送
っ
た
ら
ど
れ
だ
け
楽
し
い
だ
ろ
う
、
と
考
え
た
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
辛
く
苦
し
い
事
を
乗
り
越
え
、
結
果
を

出
す
こ
と
が
で
き
た
と
き
に
は
、
こ
の
上
な
い
喜
び
や
達
成

感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
回
、
第
64
回
全
日
本
学

生
剣
道
選
手
権
大
会
へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
た
こ
と
も
、
そ

の
一
つ
で
す
。
日
々
の
稽
古
を
通
し
て
「
努
力
は
嘘
を
つ
か

な
い
」
と
教
え
て
く

れ
た
剣
道
が
、
私
は

大
好
き
で
す
（
第
64

回
全
日
本
学
生
剣
道

選
手
権
大
会
出
場
）。

努
力
は

嘘
を
つ
か
な
い

経
済
学
科
４
年
・
剣
道
部

岸き
し

本も
と 

拓た
く

真ま

　

私
は
高
校
時
代
か
ら

陸
上
競
技
部
に
所
属

し
、
全
国
高
校
駅
伝
や

全
国
都
道
府
県
対
抗
男

子
駅
伝
に
代
表
と
し
て

出
場
し
て
き
ま
し
た
。

高
校
を
卒
業
し
て
も
駅

伝
を
続
け
た
い
と
考
え
、
せ
っ
か
く
な
ら
初
の
箱
根
駅
伝
を

め
ざ
し
て
、
最
近
力
を
つ
け
て
き
て
い
る
麗
澤
大
学
に
入
学

し
た
ほ
う
が
、
や
り
が
い
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
経
済
学
部
で
は
、今
年
度
か
ら
経
営
と
ス
ポ
ー
ツ
の
２

つ
の
分
野
を
同
時
に
学
べ
る「
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー

ス
」が
始
ま
り
、ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
や
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の

資
格
が
取
得
で
き
る
と
い
う
の
も
一
つ
の
魅
力
で
し
た
。

　

麗
大
の
陸
上
競
技
部
で
は
、
監
督
・
コ
ー
チ
の
も
と
選
手

が
一
丸
と
な
っ
て
日
々
走
り
こ
ん
で
い
ま
す
。
普
段
は
と
て

も
や
さ
し
い
先
輩
や
同
級
生
も
、
早
朝
と
午
後
の
練
習
に
な

る
と
真
剣
そ
の
も
の
。
特
に
3
年
、
4
年
生
の
先
輩
か
ら

は
、
自
分
た
ち
が
現
役
の
時
に
チ
ー
ム
で
箱
根
出
場
を
果
た

し
た
い
と
い
う
強
い
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
私
も
負
け

て
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
一
生
懸
命
練
習
し
て
、
チ
ー
ム
で
の
箱

根
駅
伝
出
場
に
貢
献
す
る
こ
と
を
こ
こ
に
誓
い
ま
す
（
第
66

回
全
国
高
校
駅
伝
出
場
）。

チ
ー
ム
で
の

箱
根
を
め
ざ
し
て

経
営
学
科
１
年
・
陸
上
競
技
部

国く
に

川か
わ 

恭や
す

朗あ
き



　「麗澤会」は、麗澤大学、麗澤中学・高等学校、麗澤瑞浪中学・高等学校の入学者（昭和54年までは
卒業生）からなる同窓会組織です。
　皆様は、麗澤大学、麗澤中学・高等学校、麗澤瑞浪中学・高等学校ご入学と同時に、麗澤会の会員とな
ります。
　会員数は全体で40,000人余りとなりました。「麗澤」の絆をもとに会員相互の親交を図り、愛校心を
基盤に母校を支援する。これに加えて、社会の共通善「コモングッド」に積極的に関わり、「麗澤」ブラ
ンドの向上に寄与することを活動の目的としています。
　各母校には「麗澤大学麗澤会」、「れいこう麗澤会」、「みずこう麗澤会」があり、全都道府県に支部があ
ります。また広域をカバーする「首都ゾーン」、「東海ゾーン」、「関西ゾーン」、「九州ゾーン」があり、そ
れぞれが皆様の活動を支援しています。下記会員数のグラフをご覧ください。
　皆様に納めていただく会費（入学時に入会金、卒業後に年会費2,000円をいただいています）は、会の
目的を達成するために活用させていただいています。具体的には、皆様が同窓会を開くときの援助と、こ
の会報の編集及び発送費、そして本年に企画しています「創立者廣池千九郎先生　生誕150年記念　麗澤
会行事（『麗澤の絆　心の襷リレー』、『船渡御』、『お久しぶりすき焼き大会』）」や、「麗澤なび」、「次世
代育成セミナー」、「第一回麗澤会新社会人歓迎会」などの開催の費用と補助です。
　それぞれの活動の様子は、この会報や麗澤会ホームページ、フェイスブックをご覧ください。
　ご卒業の際には、「期別世話人」を決めて、同窓会開催などのお世話をしていただいています。皆様が
「麗澤の絆」を強め、卒業された後も旧交を温め、様々な分野で活躍なさることをお祈りしています。
　ご意見、近況報告、住所変更等のご連絡は、同封のはがき、E-Mailや麗澤会HPをご利用ください。
　今後も一層、麗澤会活動に対して、ご理解・ご協力をお願いいたします。

麗澤の絆

皆さんは「麗澤会員です！」
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合計

母校別会員数

人 ������人
麗澤大学

人
麗澤中高
������

瑞浪中高
人������

���	
	
合計

35歳未満母校別会員数

人 ���	�
人
麗澤大学

人
麗澤中高
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瑞浪中高
人�����
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合計

35歳以上母校別会員数

人 ������人
麗澤大学

人
麗澤中高
�����

瑞浪中高
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合計

35歳未満ゾーン別会員数

人

������人
首都ゾーン

人
東海ゾーン
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九州ゾーン
�	

人
その他
��
��

関西ゾーン
人���

�	 
 � � �� � � � � � � � � �
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70
周
年
を
迎
え
て

　
お
か
げ
様
で
平
成
28
年（
２
０
１

６
年
）10
月
に
、当
社
は
創
業
70
年

を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

当
社
の
歴
史
は
昭
和
21
年（
１
９
４

６
年
）、
創
業
者
の
小
野
楠く

す

曠ひ
ろ

が
大

阪
市
北
区
に
「
小
野
電
業
社
」
を

創
業
し
た
こ
と
が
始
ま
り
で
す
。

当
初
は
、
松
下
電
器
産
業（
現
パ
ナ

ソ
ニ
ッ
ク
）の
電
材
機
器
や
電
器
製

品
の
代
理
店
で
し
た
が
、
時
代
の

要
請
に
応
え
、
単
に
製
品
を
売
る

だ
け
で
な
く
、
お
客
様
へ
の
提
案

か
ら
シ
ス
テ
ム
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
、

施
工
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
ま
で
「
自

社
一
貫
」
で
き
る
技
術
力
に
こ
だ

わ
っ
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

　
ま
だ
ま
だ
不
充
分
で
す
が
、
お

客
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
提
案

や
シ
ス
テ
ム
で
、東
京
国
際
フ
ォ
ー

ラ
ム
、
大
阪
城
ホ
ー
ル
、
宝
塚
大

劇
場
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ホ
ー
ル

な
ど
の
案
件
を
任
せ
て
い
た
だ
け

る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に

IT
化
を
核
と
し
た
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
展
開

で
、
70
周
年
を
迎
え
る

今
、
お
客
様
は
も
ち
ろ

ん
、
仕
入
先
様
と
社
員

の
皆
さ
ん
に
心
か
ら
感

謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

道
経
一
体
が
原
動
力
に

　
あ
ら
た
め
て
、
今
日
ま
で
の
当

社
の
歩
み
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す

と
、
社
名
も
５
回
変
わ
り
、
電
機

業
界
の
変
化
の
激
し
さ
を
感
じ
ま

す
。
そ
の
間
、
幾い

く

多た

の
困
難
や
危

機
も
あ
り
ま
し
た
が
、
創
業
者
を

は
じ
め
多
く
の
方
々
の
指
導
や
ふ

せ
込
み
の
お
か
げ
で
今
日
を
迎
え

て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
指
針
と
な

っ
た
の
が
、
創
業
者
も
学
ん
で
い

た
総
合
人
間
学
モ
ラ
ロ
ジ
ー
で
あ

り
、
道
経
一
体
思
想
で
し
た
。
人

と
し
て
の
生
き
方
を
モ
ラ
ロ
ジ
ー

か
ら
学
び
、
人
材
育
成
や
経
営
に

お
け
る
判
断
基
準
な
ど
を
、
道
経

一
体
思
想
を
通
じ
て
身
に
つ
け
る

ジ
ャ
ト
ー
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長 
小お

野の

謙け
ん

治じ

取
締
役
会
長 

小
野
　
剛た

け
し

道
経
一
体
で

時
代
を
切
り
拓
く

│
│
創
業
70
周
年
の
感
謝
と
決
意

創業者・小野楠曠の銅像を囲んで。左は謙治社長、右は剛会長

大阪市北区にある本社社屋

戦
後
間
も
な
く
大
阪
で
産
声
を
上
げ
た「
小
野
電
業
社
」。
時
代
の
要
請
に

応
え
、
音
響
か
ら
通
信
、
情
報
と
、
業
容
を
広
げ
て
き
た
ジ
ャ
ト
ー
㈱
は
、

今
年
で
創
業
70
周
年
を
迎
え
ま
す
。
道
経
一
体
思
想
を
礎
に
同
社
の
舵か

じ

を

取
っ
て
き
た
会
長
と
経
営
理
念
を
継
承
す
る
社
長
に
、
同
社
の
「
こ
れ
ま

で
」
と
「
こ
れ
か
ら
」
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

い
し
ず
え
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こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　
創
業
以
来
、当
社
が
事
業
の
基
盤

と
し
て
き
ま
し
た「
売
り
手
よ
し
」

「
買
い
手
よ
し
」「
世
間
よ
し
」の「
三

方
よ
し
」の
精
神
。
そ
れ
を
元
に
、

経
営
理
念
「

」
を
制
定

し
、
全
社
員
で
共
有
で
き
て
い
る

こ
と
は
、
当
社
の
原
動
力
に
な
っ

て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
経
営
理
念｢

｣

に
は
、音

響
や
映
像
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
な

ど
異
な
る
技
術
を
つ
む
ぎ
合
わ
せ
、

調
和
の
あ
る
空
間
を
生
み
出
す
と

と
も
に
、
地
球（
文
明
）・
社
会（
産

業
）・
人（
生
活
）の
三
つ
の
要
素
を

融
合
し
、
真
に
喜
ん
で
い
た
だ
け

る
企
業
で
あ
り
た
い
と
い
う
願
い

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
関
係
会
社
で
は
、
社
員
の

福
利
厚
生
と
地
域
社
会
へ
の
貢
献

を
目
的
と
し
た
事
業
モ
ラ
ッ
キ
ー

道
場
・
末
広
を
展
開
し
、
ダ
ン
ス
・

歌
・
文
化
教
室
・
和
食
を
通
じ
て

皆
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
き
、
嬉う

れ

し

く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

80
周
年
、
100
周
年
へ

　
こ
の
70
周
年
を
ひ
と
つ
の
節
目

と
し
て
、
こ
れ
ま
で
当
社
を
支
え

て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
感
謝
す
る

と
と
も
に
来
た
る
80
周
年
、
100
周

年
に
向
け
て
、
社
長
を
中
心
に
全

社
で
モ
ラ
ロ
ジ
ー
を
真し

ん

摯し

に
学
び

つ
つ
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し
続
け

ま
す
。
創
業
以
降
の
理
念
を
継
承

し
て
い
く
こ
と
が
、
わ
れ
わ
れ
の

務
め
で
あ
り
、そ
う
す
る
こ
と
で
、

お
客
様
に
喜
ば
れ
、
社
会
に
必
要

と
さ
れ
る
企
業
、「
天
地
の
公
道
に

従
い
社
会
の
福
祉
と
人
類
の
安
心
、

平
和
、
幸
福
に
人
事
を
尽
く
す
」

（
信
条
）
企
業
と
な
れ
る
よ
う
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

企 業 概 要

創業当初のジャトー㈱（当時は小野電業社）。このころから
「三方よし」を事業の基盤とし、誠実な仕事をしてきた

悠ゆ
う

々ゆ
う

楽ら
く

天て
ん

　
創
業
者
で
あ
る
故
小
野
楠
曠

は
、
言
葉
や
詩
だ
け
で
な
く
、

数
多
く
の
絵
も
残
し
て
い
ま
す
。

今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、
そ
の

中
の
ひ
と
つ
で
す
。
小
野
楠
曠

は
申さ

る

年
生
ま
れ
で
、
今
年
は
生

ま
れ
て
１
０
８
歳
目
の
干え

支と

に

当
た
り
ま
す
。

創
業
者
の
想
い

〜
絵
が
伝
え
る
教
え
〜

ジャトー株式会社
所 在 地●〒530-0053

大阪市北区末広町1番22号
電　　話● 06-6313-1351
代 表 者●代表取締役社長 小野謙治
創　　業●昭和21年10月
設　　立●昭和35年8月
資 本 金● 8,000万円
従 業 員● 190名
事業内容●音響、映像、情報、セキュ

リティーシステムの設計、
施工、メンテナンスおよび
関連機器の開発、製造、販
売、ネットワーク構築、コ
ンテンツ制作、ネット配信
およびソフトウェアの開発、
販売、住宅用設備、照明器
具、生産材の販売

営業拠点●東京支社、東北（仙台）、
中部（名古屋）、京滋（京都）、
和歌山（田辺）、中国（広島）、
四国（高松）、徳島（徳島）、
九州（博多） リ

ン
ク

ハ
ー
モ
ニ
ー

来



僕
は
地
球
人
！

外
国
語
学
部 

英
語
学
科 
2
0
0
6
年
卒
業

盛　

健
二

〈
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

　

英
語
が
好
き
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、
憧
れ

だ
っ
た
中
学
時
代
の
英
語
の
先
生
。
麗
澤
高
校

の
国
際
コ
ー
ス
で
英
語
を
学
び
、
麗
澤
大
学
へ

進
学
。
大
学
卒
業
後
、
日
本
の
イ
タ
リ
ア
ン
レ

ス
ト
ラ
ン
で
修
業
し
た
の
ち
、
ピ
ザ
の
本
場
イ

タ
リ
ア
へ
渡
り
、
２
年
半
ピ
ザ
づ
く
り
を
学
ん

だ
。
夢
は
イ
タ
リ
ア
人
の
奥
さ
ん
と
と
も
に
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
戻
り
、
日
本
人
の
ピ
ザ
職
人
と

し
て
活
躍
す
る
こ
と
。

　

 

　

　

中
学
時
代
、
あ
る
英
語
の
先
生
の
こ
と
が
好

き
で
、
褒
め
て
も
ら
い
た
く
て
英
語
を
勉
強
し

て
い
ま
し
た
（
笑
）。
そ
の
う
ち
、
英
語
そ
の

も
の
に
興
味
を
も
ち
、
海
外
に
住
み
た
い
気
持

ち
が
生
ま
れ
、
麗
澤
高
校
の
国
際
コ
ー
ス
へ
入

学
。
大
学
進
学
の
際
は
、
他
大
学
と
も
迷
い
ま

し
た
が
、
先
生
と
の
距
離
が
近
く
、
グ
ロ
ー
バ

ル
な
人
が
た
く
さ
ん
い
る
麗
澤
大
学
に
決
め
ま

し
た
。

　

「
ゼ
ロ
か

ら
築
き
あ
げ

る
こ
と
」
が

好
き
で
し
か

た
が
な
い
私

は
、
ダ
ン
ス

サ
ー
ク
ル
に

所
属
し
、
パ

ン
屋
さ
ん
で
ア
ル
バ

イ
ト
、
ス
ポ
ー
ツ
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
も

経
験
し
、
茶
道
も
習

い
ま
し
た
（
笑
）。

英
語
だ
け
で
な
く
、

今
ま
で
や
っ
た
こ
と

が
な
い
こ
と
に
挑
戦

し
て
い
ま
し
た
。
大

学
生
活
は
自
由
な
時

間
が
多
い
分
、
自
分

で
好
き
な
モ
ノ
を
探
す
こ
と
が
本
当
に
難
し

か
っ
た
で
す
。
で
も
ゼ
ロ
の
状
態
か
ら
、
自
分

は
何
が
し
た
い
の
か
決
め
て
い
く
の
は
と
て
も

面
白
か
っ
た
で
す
ね
。

　

大
学
卒
業
が
近
づ
き
、
将
来
の
こ
と
を
考

え
た
と
き
、
世
界
中
ど
こ
で
も
仕
事
が
あ
る

〝
食
〞
に
関
わ
り
た
い
と
思
っ
た
ん
で
す
。
日

本
食
で
は
な
く
、
あ
え
て
イ
タ
リ
ア
ン
を
選

ん
だ
の
は
、
な
ん
と
な
く
性
格
が
合
い
そ
う

だ
っ
た
か
ら
。
明
る
く
て
、
自
己
主
張
が
強
い

（
笑
）。
前
菜
か
ら
デ
ザ
ー
ト
ま
で
料
理
の
い

ろ
は
を
勉
強
し
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
一
番

好
き
だ
っ
た
の
が
ピ
ザ
づ
く
り
で
し
た
。
そ
こ

で
、
ピ
ザ
を
極
め
る
た
め
、
都
内
の
専
門
店
で

修
業
し
、
イ
タ
リ
ア
へ
渡
り
ま
し
た
。

背
景
を
考
え
る
こ
と
が
、

異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
鉄
則

　

イ
タ
リ
ア
人
は
本
当
に
自
然
体
で
、
自
由

で
、
表
現
も
ス
ト
レ
ー
ト
。
周
り
を
気
に
す
る

な
ん
て
こ
と
が
な
い
。
で
も
時
に
は
そ
れ
で

傷
つ
く
こ
と
も
。
例
え
ば
ひ
ど
く
悲
し
ん
で

い
る
と
き
で
も
、
隣
で
平
気
な
顔
し
て
笑
っ

て
い
る
（
笑
）。
そ
ん
な
と
き
、
大
学
の
異
文

化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
授
業
で
習
っ
た

「Com
m
unication is iceberg

（
＝
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
氷
山
の
一
角
）
」
と
い
う
言

葉
を
思
い
出
し
ま
し
た
。「
表
面
（
一
角
）
だ

け
で
な
く
、
そ
の
背
景
も
考
え
よ
う
」
と
い
う

意
味
な
の
で
す
。
頭
に
こ
の
言
葉
が
あ
る
と
、

些
細
な
こ
と
で
悩
む
こ
と
も
少
な
く
な
り
「
前

向
き
に
！
」
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

家
庭
が
す
で
に
グ
ロ
ー
バ
ル
！

　

高
校
生
だ
と
、
ま
だ
自
分
の
や
り
た
い
こ
と

が
何
か
わ
か
ら
な
い
人
も
た
く
さ
ん
い
る
と
思

い
ま
す
。
そ
う
い
う
人
こ
そ
ア
ン
テ
ナ
を
張
っ

て
ほ
し
い
。
今
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
便

利
な
ツ
ー
ル
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
色
々
な

職
業
や
生
き
方
を
し
て
い
る
人
を
簡
単
に
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
ず
は
あ
れ
こ
れ
調
べ
て

「
自
分
だ
っ
た
ら
楽
し
め
る
か
な
」
と
想
像
し

て
、
疑
似
体
験
し
て
み
る
の
が
お
勧
め
で
す
。

　

今
、
私
が
描
い
て
い
る
夢
は
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
ピ
ザ
職
人
と
し
て
働
く
」
と
い
う
こ
と
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
ピ
ザ
職
人
が
ス
ポ
ー
ツ
選
手

と
同
じ
く
ら
い
「
世
界
の
仕
事
」
と
し
て
認

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、〝
日
本
人
の

私
〞
が
ど
こ
ま
で
戦
え
る
か
試
し
て
み
た
い
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
と
聞
く
と
、
世
界
中
を
飛
び
回

る
商
社
マ
ン
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
の
場
合
、
妻
が
イ
タ
リ
ア

人
な
の
で
、
家
庭
が
す
で
に
グ
ロ
ー
バ
ル
。
イ

タ
リ
ア
語
に
も
よ
く
使
わ
れ
る
「Cittadino 

del m
ondo

」（
地
球
人
）
と
い
う
言
葉
が
あ

る
の
で
す
が
「
あ
な
た
は
何
人
で
す
か
？
」
っ

て
聞
か
れ
た
時
に
は
「
地
球
人
で
す
」
っ
て
答

え
る
の
が
、
私
と
妻
の
目
標
で
す
（
笑
）。
１

日
あ
れ
ば
地
球
の
反
対
側
に
も
い
け
る
時
代
だ

か
ら
こ
そ
、
日
本
人
で
あ
る
誇
り
を
持
ち
、
地

球
視
点
で
生
き
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

外
国
語
学
科 

国
際
交
流
・
国
際
協
力
専
攻 

2
0
1
5
年
卒
業

梅
原　

勇
希

▼ 

国
際
協
力
に
出
会
っ
た
事
が
、〝
好
き
な
英

語
〞を〝
使
え
る
英
語
〞に
変
え
た

　

た
だ
机
上
で
学
ぶ

だ
け
で
な
く
、
実
際

に
行
動
し
な
が
ら
学

べ
る
環
境
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
、
や
り
た

い
こ
と
を
見
つ
け
、

仕
事
に
出
来
た
。

国
際
経
済
学
部 

国
際
産
業
情
報
学
科 

2
0
1
0
年
卒
業

宮
地　

有
紀

▼ 

た
く
さ
ん
の
仲
間
と
過
ご
し
た
４
年
間

　

麗
澤
大
学
で
は
、

「
人
と
し
て
大
切
な

こ
と
」「
感
謝
す
る

こ
と
」
な
ど
を
〝
道

徳
教
育
〞
と
し
て
学

ん
で
い
ま
す
。
私
は

そ
う
い
う
考
え
方
や

人
間
性
を
麗
澤
大
学
で
磨
く
こ
と
が
出
来
て
、

本
当
に
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

国
際
経
済
学
部 

国
際
経
済
学
科 

2
0
0
9
年
卒
業

伊
藤　

巧

▼ 

本
場
ア
メ
リ
カ
で
プ
ロ

と
し
て
活
躍
す
る
こ

と
が
子
供
の
頃
か
ら
の

夢
！
だ
か
ら
麗
澤
大
学

を
選
び
ま
し
た
！

　

勉
強
と
夢
の
両
立
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
た

麗
澤
大
学
。
世
界
を
ま

た
に
か
け
る
プ
ロ
の
世

界
で
、
学
ん
だ
知
識
を
活
か
し
て
大
活
躍
中
。

ピ
ザ
を
焼
く
様
子

ピ
ザ
職
人　

盛
さ
ん

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
で
の

梅
原
さ
ん

巨
大
バ
ス
を
釣
り
上
げ

た
伊
藤
さ
ん

職
場
で
の
宮
地
さ
ん

卒
業
生
の
活
躍
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国
際
経
済
学
部 

国
際
経
済
学
科 

2
0
0
7
年
卒
業

古
川

　
裕
也

▼ 
サ
ワ
デ
ィ
ー
ク
ラ
ッ
プ
！

　
タ
イ
で
の
仕
事
は
ア
ツ
い
で
す
！

　

「
海
外
で
生
活
し
た

い
」
と
い
う
漠
然
と
し

た
夢
が
現
実
に
。
教
授

と
の
出
会
い
で
視
野
が

広
が
り
ま
し
た
。

　

私
に
と
っ
て
麗
澤
大

学
は
日
本
に
あ
る
〝
帰

る
場
所
〞
で
す
。

国
際
経
済
学
部 

国
際
経
営
学
科 

2
0
0
6
年
卒
業

中
澤
　
祐
介
、
加
奈
恵

▼ 

母
校
で
の
出
逢
い
が
、

　
一
生
の
パ
ー
ト
ナ
ー
を
決
め
た

　

「
地
元
に
貢
献
し
た

い
」「
地
元
を
守
り
た

い
」
と
感
じ
、
公
務
員

の
道
へ
。
世
界
を
知
る

こ
と
で
、
自
分
が
ど
れ

だ
け
幸
せ
な
国
に
生
ま

れ
た
の
か
を
認
識
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

1 
 

国
内
大
震
災
復
興
支
援（
大
学
間
連

携
事
業
お
よ
び
R
C
R
C
自
主
企
画

等
）へ
の
参
加
学
生
支
援

申
請
者
： 

麗
澤
大
学
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー

事
業
概
要 

　

大
学
の
長
期
休
暇
期
間
を
中
心
に
、
東
日
本

大
震
災
や
２
０
１
６
年
熊
本
大
震
災
の
被
災
地

に
対
す
る
復
興
支
援
事
業
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
が
、
大
学
間
連
携
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
や
麗
大
生
の
自
主
企
画
と
し
て
検

討
・
実
施
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
学
生
の
費

用
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
で
、
多
く
の
学
生
の

参
加
や
継
続
的
な
活
動
を
促
し
、
地
域
交
流
に

よ
る
教
育
機
会
の
創
出
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
現
地
ま
で
の
交
通
費
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
保
険
加
入
費
を
、
本
制
度
を
活
用

し
支
援
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

事
業
内
容

① 

大
学
間
連
携
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
2
0
1
6〝
夏
ボ
ラ
〞

　

 

宮
城
県
内
５
〜
８
地
域
で
の
活
動
、
他
大
学

学
生
と
の
交
流
等

② 

山
元
町
復
興
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

 

卒
業
生
が
勤
務
す
る
農
園
で
の
支
援
活
動
等

③ 

麗
澤
大
学
ス
ペ
シ
ャ
ル
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー

2
0
1
6

　

 

岩
手
県
・
宮
城
県
を
現
地
視
察

④ 

麗
澤
大
学
被
災
地
支
援
活
動
の
活
動
報
告
会

　

 

学
内
外
関
係
者
向
け
の
報
告
会
を
年
１
回
開
催

2 

麗
澤
大
学
皇
居
勤
労
奉
仕
団

申
請
者
： 

麗
澤
大
学
経
済
学
部
経
営
学
科

　
　
　
　

勝
間 

翼 

氏

事
業
概
要

　

本
学
伝
統
あ
る
皇
居
勤
労
奉
仕
団
と
し
て
、

皇
居
勤
労
奉
仕
団
の
運
営
を
全
て
学
生
が
主
体

的
に
行
い
ま
す
。
こ
の
活
動
を
通
し
て
、
本
学

の
創
立
者
で
あ
る
廣
池
千
九
郎
博
士
が
研
究
に

重
き
を
お
い
た
皇
室
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る

と
と
も
に
、
わ
が
国
の
精
神
文
化
を
支
え
て
い

る
皇
室
へ
の
奉
仕
を
通
し
て
社
会
に
貢
献
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

事
業
内
容

　

今
年
度
は
平
成
29
年
２
月
20
日
（
月
）
か
ら

23
日
（
木
）
ま
で
の
４
日
間
で
奉
仕
活
動
を
し

ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
ま
ず
５
月
か
ら
７
月
で

団
員
を
募
集
し
、
９
月
に
結
団
式
を
行
い
ま

す
。
そ
し
て
、
10
月
か
ら
翌
年
１
月
に
か
け

て
、
月
１
回
程
度
事
前
研
修
会
を
開
催
し
ま

す
。
ま
た
、
当
日
の
様
子
を
把
握
す
る
た
め
に

も
直
前
に
下
見
を
行
い
、
奉
仕
活
動
終
了
後
は

反
省
会
を
兼
ね
て
事
後
研
修
会
を
行
い
ま
す
。

 
3 

 
第
６
回
麗
澤
大
学
麗
澤
旗

親
善
剣
道
大
会

申
請
者
： 

麗
澤
大
学
学
生
支
援
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　

森 

克
明 
氏

事
業
概
要

　

剣
道
の
理
念
に
則
り
、
礼
儀
正
し
く
、
日
本

の
伝
統
文
化
を
継
承
す
る
青
年
を
育
成
す
る
と

い
う
本
大
会
の
趣
旨
は
、
本
学
の
教
育
理
念
に

沿
う
も
の
で
す
。
第
１
回
大
会
か
ら
こ
の
趣
旨

に
賛
同
し
、
千
葉
県
を
は
じ
め
千
葉
県
教
育
委

員
会
、
柏
市
、
柏
市
教
育
委
員
会
な
ど
広
く
公

的
機
関
か
ら
の
後
援
も
得
て
開
催
し
て
い
ま

す
。

　

今
大
会
は
千
葉
県
を
中
心
に
関
東
近
県
の
高

校
生
（
約
80
校
、
生
徒
８
０
０
名
）
や
監
督
、

保
護
者
、
審
判
員
な
ど
を
含
め
て
約
１
０
０
０

名
以
上
が
来
園
し
ま
す
。
２
０
１
０
年
２
月
に

第
１
回
大
会
を
開
催
し
、
今
回
は
６
回
目
の
大

会
と
な
り
ま
す
。

事
業
内
容

　

高
校
剣
道
の
更
な
る
隆
盛
と
剣
心
一
如
の
生

徒
育
成
を
目
的
と
し
て
、「
麗
澤
旗
親
善
剣
道

大
会
」
を
創
設
し
ま
し
た
。
前
記
の
通
り
、
第

１
回
大
会
よ
り
千
葉
県
を
は
じ
め
千
葉
県
教
育

委
員
会
、
柏
市
、
柏
市
教
育
委
員
会
等
の
公
的

機
関
か
ら
の
後
援
、
及
び
大
学
並
び
に
後
援

会
、
麗
大
麗
澤
会
か
ら
の
支
援
・
協
力
を
得
て

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

本
大
会
は
、
生
徒
の
み
な
ら
ず
各
高
校
の
教

員
（
剣
道
部
監
督
）、
生
徒
の
保
護
者
、
外
部

委
託
審
判
な
ど
多
数
来
園
し
ま
す
。
本
学
の
教

育
環
境
等
を
知
っ
て
も
ら
う
良
い
機
会
と
な

り
、
本
学
の
認
知
度
を
高
め
る
広
報
的
な
効
果

や
、
大
学
入
学
の
志
願
者
獲
得
も
期
待
で
き
る

と
考
え
ま
す
。

タ
イ
で
一
緒
に
生
活
す
る

ご
家
族
と

か
わ
い
い
男
の
子
に
恵

ま
れ
た
中
澤
ご
夫
婦

平
成
28
年
度
「
麗
澤
大
学
麗
澤
会 

補
助
金
制
度
」
採
択
事
業
の
ご
紹
介

麗陵祭・ホームカ
ミングデイ告知

　今年のホームカミングデイは
「11月３日（木・祝）」に麗陵
祭と同時開催！！
　来場者全員に麗陵祭で使える
500円分の食券をお渡しします!!
　大人気の大人のキャリアBAR
も開催決定!!絶対きてネ♪

〔 ホームページ 〕
http://www.reitaku-u.
ac.jp/2016/06/22/57205　
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大学習室での自習昔の面影を残す集会室での夕礼

　

新
男
子
寮
は
、
約
７
か
月
間
の
工
事
の
末
、

今
年
３
月
、
無
事
に
竣
工
式
を
迎
え
完
成
し
ま

し
た
。
２
階
建
て
軽
量
鉄
骨
製
の
爽
や
か
で
温

か
み
の
あ
る
建
物
で
冷
暖
房
完
備
、
屋
内
は
白

を
基
調
と
し
た
明
る
い
内
装
に
な
っ
て
お
り
、

玄
関
ロ
ビ
ー
は
吹
き
抜
け
で
ゆ
と
り
あ
る
空
間

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
生
徒
の
居
室
は
共
用
ス

ペ
ー
ス
と
個
室
が
組
み
合
わ
さ
れ
た
構
造
と

な
っ
て
お
り
、
自
立
し
た
生
活
と
と
も
に
仲
間

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
も
活

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
１
階
に
は
寮
生
全

員
が
一
斉
に
勉
強
で
き
る
大
学
習
室
が
設
け
ら

れ
て
お
り
、
寮
生
は
休
日
や
夜
間
も
落
ち
着
い

て
勉
学
に
集
中
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

４
月
か
ら
は
新
寮
で
の
生
活
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
80
年
の
歴
史
の
中
で
培
っ
て
き
た
寮

教
育
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
土
台
と
し
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
や
行
動
力
、
自
己
管
理
力
を
兼

ね
備
え
た
知
徳
一
体
の
寮
教
育
を
実
践
し
、
グ

ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
を
育
て
て
行
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
生
の
本
分
で
あ
る

学
習
の
充
実
も
大
き
な
目
標
に
掲
げ
て
い
ま

す
。
国
立
大
医
学
部
を
は
じ
め
、
筑
波
大
、
千

葉
大
、
埼
玉
大
、
信
州
大
、
防
衛
大
、
慶
應
義

塾
大
、
早
稲
田
大
、
明
治
大
、
青
山
学
院
大
、

立
教
大
、
中
央
大
、
法
政
大
、
学
習
院
大
、
東

京
理
科
大
な
ど
、
一
昨
年
度
、
昨
年
度
の
卒
業

生
43
名
で
１
２
９
の
大
学
・
学
部
の
合
格
を
果

た
し
ま
し
た
。
昨
年
よ
り
、
毎
日
２
時
間
の

「
夜
間
合
同
学
習
会
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
今

年
か
ら
は
「
朝
学
習
会
」
も
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
寮
生
一
丸
と
な
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
が

達
成
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

土台にした新男子寮が完成！
有志120名が集い、「ハローグッバイ男子寮祭り」も開催
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元寮母の大野冨見子さんを囲んでの「ハローグッバイ男子寮祭り」

す
。

　

一
方
、
こ
れ
ま
で
使
用
さ
れ
て
い
た
男
子
寮

は
、
昭
和
51
年
に
建
築
さ
れ
て
以
来
、
今
年
で

ち
ょ
う
ど
40
年
と
な
り
、
今
年
の
夏
に
は
解
体

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
惜
し

ん
だ
卒
業
生
た
ち
約
１
２
０
名
が
自
主
的
に
集

い
、
３
月
12
日
の
午
後
か
ら
夜
に
か
け
て
「
ハ

ロ
ー
グ
ッ
バ
イ
男
子
寮
祭
り
」
と
称
す
る
一
大

イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
旧
寮
の

掃
除
や
伝
統
的
な
行
事
を
再
現
す
る
な
ど
、
お

世
話
に
な
っ
た
寮
生
活
に
別
れ
を
惜
し
む
行
事

が
行
わ
れ
、
現
役
寮
生
と
と
も
に
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
参
加
者
の
方
よ
り
多

く
の
寄
付
金
を
い
た
だ
き
、
寮
生
の
た
め
の
冷

水
器
を
購
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

場
を
お
借
り
し
て
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
と
思

い
ま
す
。 

（
男
子
寮
主
任　

松
倉
功
和
）

80年の歴史を
卒業生有

　高校女子寮の５年生（高２）を対象
としたセンスアップマナー講座も、今
年度で５年目を迎えました。今年も公
益社団法人全日本きものコンサルタン
ト協会の認定校である「装道分院　片
平礼法きもの学院」の学院長・片平一
子先生に年10回のご指導をいただくこ
とになりました。
　４月23日（土）に第１回を実施し、
マナーとはどのようなものか、正しい
挨拶の仕方や美しい立ち居振る舞いの
基本、きものの名称やゆかたの準備品
等についてご指導をいただきました。
麗澤高校の女子寮では、伝統的に寮生
活を通して美しい礼儀作法や挨拶の仕
方、立ち居振る舞いを身につけること
を目指しています。今年も10回の講座
を通して、心も立ち居振る舞いも美し
い女性として成長していきたいと思い
ます。
 （女子寮主任　諌山寿徳）

高校女子寮
「マナーアップ講座」

を開催
寮生活を通して礼儀作法を

学んでいます！
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修
学
旅
行
を
通
し
て
学
ん
だ

こ
と

　

台
湾
に
つ
い
て
あ
ま
り
多
く
を
知
る
機

会
の
な
か
っ
た
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
、
事

前
研
修
か
ら
旅
行
、
現
地
の
生
徒
と
の
交

流
を
通
し
て
、
台
湾
の
歴
史
や
事
実
、
そ

し
て
国
際
的
な
台
湾
の
立
場
を
学
ぶ
こ
と

が
出
来
た
と
と
も
に
、
驚
き
と
発
見
が
あ

り
ま
し
た
。
し
か
も
、
台
湾
の
歴
史
を
勉

強
し
て
い
く
過
程
で
、
は
か
ら
ず
も
日
本

の
歴
史
や
日
本
人
の
素
晴
ら
し
さ
を
発
見

す
る
に
至
り
、
改
め
て
こ
の
旅
行
の
意
義

を
実
感
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

修
学
旅
行
で
は
ま
ず
、
故
宮
博
物
院
を

見
学
し
、
台
湾
の
歴
史
に
触
れ
ま
し
た
。

そ
こ
に
は
大
陸
と
の
交
流
と
軋
轢
、
日
本

の
統
治
時
代
と
そ
の
後
の
台
湾
情
勢
か

ら
、
台
湾
の
人
々
の
苦
労
を
偲
ぶ
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
台
北
１
０
１
の
ビ
ル
建
築

で
は
日
本
の
技
術
が
応
用
さ
れ
て
い
た
こ

と
を
学
び
、
八
田
與
一
氏
が
建
設
に
尽
力

　

２
年
前
に
始
ま
っ
た
台
湾
修
学
旅
行
も
今
年
で
３
回
目
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
ま

で
台
湾
に
つ
い
て
あ
ま
り
知
ら
な
か
っ
た
生
徒
も
、
そ
の
多
く
が
こ
の
修
学
旅
行

で
た
く
さ
ん
の
学
び
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
台
湾
を
通
じ
て
日

本
の
良
さ
を
発
見
し
、
国
際
的
日
本
人
と
し
て
の
一
歩
を
踏
み
出
す
き
っ
か
け
に

も
な
っ
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
こ
の
２
年
間
の
台
湾
修
学
旅
行
に
つ
い
て
の
活

動
や
生
徒
の
感
想
を
紹
介
し
ま
す
。

台
湾
修
学
旅
行

「
台
湾
か
ら
見
た
日
本
」

 

平
成
28
年
卒

　
細
江

　
凛

　

私
が
台
湾
に
行
っ
て
一
番
強
く
感

じ
た
こ
と
は
、「
日
本
に
生
ま
れ
て
良

か
っ
た
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
今
回
の

修
学
旅
行
は
、
私
に
と
っ
て
人
生
で
初

め
て
の
海
外
旅
行
で
し
た
。
他
国
の

人
々
の
目
に
は
日
本
は
ど
ん
な
国
に

映
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
そ
ん
な
こ

と
を
考
え
な
が
ら
４
日
間
を
過
ご
し
て

み
ま
し
た
。

　

ま
ず
驚
い
た
の
は
、
台
湾
の
人
は
本

当
に
日
本
が
好
き
で
、
ど
こ
に
行
っ
て

も
笑
顔
で
話
し
か
け
て
く
れ
た
こ
と
で

す
。
日
本
と
い
う
国
を
背
負
っ
て
、
他

の
国
の
た
め
に
こ
こ
ま
で
感
謝
を
さ
れ

る
こ
と
を
し
て
き
た
先
人
た
ち
に
大
き

な
誇
り
を
感
じ
ま
し
た
。
も
う
一
つ
驚

い
た
の
は
台
湾
と
日
本
の
食
文
化
の
違

い
で
す
。
私
は

４
日
間
、「
お

腹
が
す
く
」
と

い
う
感
覚
が
分

か
ら
な
く
な
る

ほ
ど
、
た
く
さ

ん
食
べ
ま
し

た
。
そ
れ
で
も

料
理
は
次
か
ら

次
へ
と
山
の
よ

う
に
運
ば
れ
て

き
て
、
残
さ
ず
に
食
べ
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
ガ
イ
ド
さ
ん
や
先
生

に
よ
る
と
、
中
華
料
理
で
は
食
べ
き
っ

て
し
ま
う
と
「
ま
だ
ま
だ
不
十
分
」
と

い
う
こ
と
に
な
り
、
食
べ
き
れ
な
い
ほ

ど
大
量
の
食
事
を
出
す
の
が
最
高
の
も

て
な
し
に
な
る
そ
う
で
す
。
一
方
日
本

で
は
、
食
べ
残
す
の
は
「
失
礼
だ
か

ら
」、「
も
っ
た
い
な
い
か
ら
」
と
い
う

理
由
で
、
食
べ
き
る
の
が
マ
ナ
ー
で
あ

り
、
ま
た
食
事
を
作
っ
て
く
れ
た
人
へ

の
感
謝
の
気
持
ち
と
も
な
っ
て
い
ま

す
。
ど
ち
ら
の
考
え
方
も
相
手
の
こ
と

を
思
っ
て
の
こ
と
で
す
が
、
私
は
や
は

り
「（
残
し
た
ら
）
も
っ
た
い
な
い
」

と
い
っ
て
、
食
べ
物
を
大
切
に
し
よ
う

と
す
る
日
本
の
考
え
方
が
好
き
で
す
。

今
回
の
台
湾
旅
行
は
、
普
段
食
事
を
残

し
て
し
ま
っ
て
い
る
自
分
を
振
り
返
っ

て
、
行
動
を
考
え
直
す
き
っ
か
け
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
食
事
に
限
ら
ず
、

私
は
台
湾
訪
問
中
や
日
本
に
帰
っ
て
き

て
か
ら
、
今
ま
で
気
付
か
な
か
っ
た
日

本
の
良
さ
を
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
今
ま
で
ご
く
当
た
り
前
だ
と
思
っ

て
い
た
こ
と
が
本
当
は
す
ご
い
こ
と

で
、
台
湾
研
修
に
行
か
な
け
れ
ば
そ
う

し
た
こ
と
に
気
付
く
こ
と
も
な
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。
自
分
が
住
ん
で
い
る
と

こ
ろ
を
内
側
か
ら
で
は
な
く
外
側
か
ら

見
る
こ
と
で
気
付
く
こ
と
が
あ
る
の
だ

と
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

右
か
ら
2
人
目
が
細
江
さ
ん

故
宮
博
物
院
で
ク
ラ
ス
写
真
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し
た
烏
山
頭
ダ
ム
の
見
学
で
は
、
そ
の
広

大
さ
や
貯
水
量
の
大
き
さ
を
聞
き
、
改
め

て
日
本
人
の
技
術
の
高
さ
を
感
じ
ま
し

た
。
ま
た
、
八
田
氏
の
台
湾
人
を
思
う
気

持
ち
と
と
も
に
台
湾
の
方
々
が
い
ま
だ
に

八
田
氏
の
恩
を
忘
れ
ず
毎
年
お
祀
り
を

さ
れ
る
こ
と
を

知
っ
て
、
絆
の

強
さ
と
と
も
に

親
日
的
で
あ
る

理
由
も
知
る
こ

と
が
出
来
ま
し

た
。

　

一
方
、
交
流

の
あ
る
及
人
高

級
中
学
で
は
熱

烈
な
歓
迎
を
受

け
、
授
業
に
参
加
さ
せ
て
も
ら
っ
た
り
、

夜
市
に
も
グ
ル
ー
プ
活
動
と
し
て
案
内
し

て
も
ら
っ
た
り
し
て
、
台
湾
を
満
喫
し
ま

し
た
。
ま
た
、
今
年
の
5
月
30
日
に
は
及

人
高
級
中
学
の
生
徒
40
人
が
麗
澤
瑞
浪
に

来
校
し
て
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

台
湾
の
人
た
ち

は
日
本
人
が
何
十

年
も
前
に
台
湾
統

治
を
し
て
い
た
時

の
こ
と
を
忘
れ

ず
、
感
謝
の
心
を

日
本
に
伝
え
て
い

ま
す
。
東
日
本
大

震
災
で
は
世
界
で

一
番
の
義
捐
金
や

支
援
物
資
を
送
っ

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
台
南
で
の
地
震
の

時
に
は
日
本
か
ら
多
く
の
義
捐
金
が
送

ら
れ
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
「
あ
り
が

と
う
」
と
「
支

援
」
の
連
鎖
が

日
本
と
台
湾
の

２
国
間
で
行
わ

れ
て
い
る
こ

と
を
実
感
し
た

の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
お

別
れ
の
時
、
台

湾
の
人
に
笑
顔

で
手
を
振
る
麗

澤
瑞
浪
の
生
徒

の
姿
と
、
及
人

高
級
中
学
の
生

徒
の
い
つ
ま
で
も

手
を
振
り
続
け
る

姿
か
ら
、
友
好
関

係
の
絆
を
さ
ら
に

強
く
さ
せ
る
素
晴

ら
し
い
交
流
と
な

り
ま
し
た
。

　2011（平成23）年の東日本大震災の後、世界
中からたくさんの援助物資や義捐金が日本に寄
せられました。正確な数字をつかむのは難しい
のですが、最も多くの義捐金を送ってくれたの
は台湾でした。人口2400万人、面積は九州と同
じくらいの小さな国が、なぜ？ 多くの日本人
はそう思ったことでしょう。
　台湾の南部に、1930（昭和５）年の完成当時
は世界最大だった烏

う

山
さん

頭
とう

ダムがあります。計
画・監督は八

はっ

田
た

與
よ

一
いち

という日本人で、10年の歳
月をかけて作ったものです。建設途中、日本で
関東大震災が起こって予算が大幅に削られた
り、事故が起きて多くの犠牲者が出たりしまし
たが、その困難を乗り越えて完成しました。た
めた水は網の目のように張り巡らされた用水路
を通って大地を潤し、新しい水田やサトウキビ
畑が広がり、台湾の人たちの暮らしは豊かにな
りました。現地では「八田ダム」と呼ぶ人もい
ます。
　それにしてもなぜ日本が台湾にダムを作った
のか。それは71年前まで、台湾は日本だったか
らです。日本の敗戦後、大陸から中華民国が
やってきて、日本時代のものをどんどん壊して
いきました。そのときダムを作った台湾人たち
は八田さんの銅像を隠して守りました。今では
ダムを見下ろす丘の上に銅像が置かれ、毎日た
くさんの人が訪ねて来ます。周辺は記念公園が
整備され、ダムを世界遺産にしようという運動
が行われています。
　台湾では、台湾の人々と日本人が力を合わせ
て、豊かな島づくりに努力した日々のことを学
校で教えています。そこには今も戦前の日本人
の姿が垣間見えるのです。2014（平成26）年11
月、本校の台湾修学旅行は、八田ダムの上に立
ち「日本人とは何か」を考えることを目的のひ
とつとして始まりました。

麗澤瑞浪中学・高等学校
教頭　髙瀬仁志

なぜ台湾へ

言 葉
島
山
頭
ダ
ム
に
て

現
地
の
授
業
に
参
加

日
本
で
の
交
流

3.11　謝謝台湾 孔子廟にて
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区
麗
澤
会

地奈
良
県
支
部

　

平
成
27
年
５

月
16
日
（
土
）

に
奈
良
県
支
部

平
成
27
年
度
定

時
総
会
を
開
催

い
た
し
ま
し

た
。

　

福
本
支
部
長

の
挨
拶
の
後
、

定
時
総
会
と
し

て
事
業
報
告
・

事
業
計
画
等
の

承
認
が
な
さ
れ

た
後
、
各
自
の

近
況
報
告
や
夏

に
Ｕ
Ｓ
Ｊ
で
予

定
さ
れ
て
い
る
全
国
大
会
に
つ
い
て
な
ど
い
ろ
い
ろ

と
話
し
合
い
の
時
間
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

出
欠
確
認
を
取
ら
ず
に
一
方
的
な
連
絡
だ
け
と
い

う
事
も
あ
り
、
今
回
は
７
名
の
み
の
参
加
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
次
年
度
へ
の
反
省
点
と
さ
せ
て
頂

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
阪
府
支
部 

泉
州
麗
澤
会

　

平
成
27
年
９
月
５
日
（
土
）
午
後
７
時
よ
り
、
泉

州
麗
澤
会
主
催
に
よ
る
「
第
４
回　

教
育
講
演
会
」

を
岸
和
田
市
立
浪
切
ホ
ー
ル
に
て
70
名
の
参
加
を
得

て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
岐
阜
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
教
授
の

加
藤
善
一
郎
氏
（
瑞
47
）
を
講
師
に
む
か
え
『
不
登

校
、
小
児
科
か

ら
の
ア
プ
ロ
ー

チ
』
と
題
し
て

の
講
演
で
し

た
。
不
登
校
に

関
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
症
例
を
ご

紹
介
さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
に
医
学

的
解
説
を
交
え

て
分
か
り
や
す

く
説
明
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

今
秋
に
は

「
第
５
回
講
演

会
」
の
開
催
を

予
定
し
て
い
ま

す
。栃

木
県
支
部

　

平
成
27
年
11
月
28
日
（
土
）、
第
３
回
麗
澤
会
栃

木
県
支
部
総
会
が
、
宇
都
宮
市
の
「
ま
す
と
ま
す
」

で
開
催
さ
れ
た
。
県
内
各
地
か
ら
出
席
し
た
の
は
24

期
か
ら
73
期
ま
で
、
総
数
3
3
8
名
中
11
名
だ
っ

た
。
30
期
の
私
青
木
克
己
（
30
高
大
）
は
、
卒
業
後

初
め
て
麗
大
31
期
の
森
田
氏
と
45
年
ぶ
り
の
懐
か
し

い
再
会
を
果
た
し
た
。
共
通
の
恩
師
や
友
人
の
昔
話

に
花
が
咲
い
た
。
出
席
者
は
そ
れ
ぞ
れ
、
久
し
ぶ
り

に
再
会
し
た
先
輩
・
後
輩
と
旧
交
を
温
め
た
。

　

支
部
長
の
伊
藤
氏
の
挨
拶
や
会
の
諸
報
告
の
後
、

２
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
昼
食
の
テ
ー
ブ
ル

を
囲
み
な
が
ら
、
麗
高
・
瑞
浪
高
・
麗
大
の
思
い
出

や
近
況
を
語
り
合
っ
て
、
楽
し
い
２
時
間
で
あ
っ

た
。

　

今
年
は
廣
池
千
九
郎
博
士
の
生
誕
1
5
0
年
に
あ

た
り
、
各
種
行
事
が
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
特
に

11
月
３
日
の
文
化
の
日
に
は
「
全
国
同
時
開
催
お
久

し
ぶ
り
す
き
焼
き
大
会
」
が
催
さ
れ
る
そ
う
だ
。
こ

れ
は
全
国
多
会
場
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
同
時
中
継

し
、
行
事

を
盛
り
上

げ
る
と
の

こ
と
だ
。

会
場
等
は

未
定
だ
が

後
日
連
絡

が
行
く
の

で
、
周
り

の
会
員
に

も
声
を
か

け
な
が

ら
、
共
に

楽
し
い
１

日
を
過
ご

せ
れ
ば
幸

い
で
あ

る
。
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群
馬
県
支
部

　

平
成
28
年

１
月
16
日

（
土
）
に
、

本
部
か
ら
上

平
常
務
理
事

を
お
招
き

し
、
恒
例
の

群
馬
県
支
部

新
年
総
会
・

懇
親
会
を
開

催
し
ま
し

た
。
総
会
で

は
、
平
成
27

年
度
事
業
報

告
及
び
決

算
、
役
員
改

選
、
平
成
28

年
度
事
業
計

画
案
及
び
予

算
案
に
つ
い

て
審
議
さ
れ
、
全
て
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、「
麗
澤
の
絆
・
心
の
襷
リ
レ
ー
」
と

「
お
久
し
ぶ
り
す
き
焼
き
大
会
」
の
参
加
も
決
定
し

ま
し
た
。

　

総
会
後
の
懇
親
会
で
は
、
上
平
常
務
理
事
か
ら
麗

澤
会
の
近
況
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
参
加
者
か
ら
の
思
い
出
話
や
近
況
報
告
な
ど
で

大
い
に
盛
り
上
が
り
、
あ
っ
と
い
う
間
に
お
開
き
の

時
間
と
な
り
ま
し
た
。

京
都
府
支
部

　

平
成
28
年
１
月
17
日
（
日
）、
昨
年
に
引
き
続
き

「
一
大
家
族
に
な
ろ
う
よ
」
を
テ
ー
マ
に
52
名
（
会

員
43
名
）
の
出
席
の
も
と
、
懇
親
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
今
回
は
、
京
都
市
内
と
の
連
携
を
強
化
す
る
た

め
、
オ
ー
ル
デ
ィ
ー
ズ
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
で
開
催
し
ま

し
た
。
は
じ
め
に
、
上
平
麗
澤
会
常
務
理
事
、
蟹
井

麗
澤
瑞
浪
中
学
・
高
等
学
校
校
長
か
ら
学
校
の
近
況

報
告
を
し
て
い
た
だ
き
、
懇
親
会
が
ス
タ
ー
ト
。
懐

か
し
い
オ
ー
ル
デ
ィ
ー
ズ
サ
ウ
ン
ド
に
古
き
良
き
時

代
が
蘇
る
ラ

イ
ブ
ハ
ウ
ス

と
あ
っ
て
、

生
演
奏
あ

り
、
会
員
か

ら
の
演
奏
あ

り
、
踊
り
あ

り
と
、
世
代

を
超
え
た
交

流
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま

し
た
。
終
盤

に
は
、
ジ
ャ

ン
ケ
ン
大
会

を
行
い
、
最

後
は
、
毎
年

の
開
催
と
再

会
を
誓
い
、

全
員
一
緒
に

「
暁
鐘
」
を

歌
い
散
会
し
ま
し
た
。
京
都
支
部
は
今
後
も
廣
池
千

英
初
代
校
長
が
呼
び
か
け
ら
れ
た
「
一
大
家
族
」
を

原
点
に
毎
年
、
会
を
催
し
て
ま
い
り
ま
す
。

愛
知
県
支
部

　

愛
知
県
支
部
総

会
と
学
祖
生
誕

1
5
0
年
祭
記
念

講
演
会
・
懇
親
会

を
平
成
28
年
５
月

１
日
（
日
）
に
参

加
者
74
名
（
会
員

68
、
会
友
３
、
保

護
者
３
）
で
開
催

し
ま
し
た
。
総
会

で
27
年
度
の
報
告

と
28
年
の
行
事
予

定
。
予
算
、
役
員

人
事
を
発
表
の

後
、
岐
阜
県
支
部

も
参
加
し
て
、
加

藤
講
師
よ
り
学
祖

と
愛
知
県
の
か
か

わ
り
に
つ
い
て
お

話
を
頂
き
、
そ
の
後
会
場
を
日
本
料
理
木
曽
路
に
変

え
、
懇
親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
懇
親
会
で
は
、
新

入
生
の
紹
介
と
ス
ピ
ー
チ
、
恩
師
よ
り
麗
澤
瑞
浪
の

近
況
報
告
、
濱
村
れ
い
こ
う
麗
澤
会
副
会
長
よ
り
麗

高
の
報
告
、
ビ
ン
ゴ
大
会
な
ど
で
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。
11
月
３
日
の
す
き
焼
き
パ
ー
テ
ィ
ー

で
再
度
会
え
る
こ
と
を
祈
念
し
て
解
散
し
ま
し
た
。



第4回 麗澤会アートフェア

【申し込み先】
麗澤会アーチストクラブ
☎04-7173-3205
ＦＡＸ 04-7173-3146

平成28年10月31日（月）～11月5日（土）
（午前11時～午後7時最終日午後4時）

会　期

千九郎先生(150年記念)、自然のやさしさ、他自由（ジャンルは問いません）テーマ

平成28年11月5日（土）午後4時より搬　出

1点につき 1コマ 10,000円(学生は無料)　※搬入時に受付で支払ってください）出品料

平成28年10月29日（土）午後5時半より。展示位置はくじ引き制です。搬入・飾り付け
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岐
阜
県
支
部

　
岐
阜
県
支
部
で

は
、
麗
澤
瑞
浪
中

学
・
高
等
学
校
に
新

入
生
と
し
て
入
学
し

た
生
徒
を
対
象
に
、

平
成
28
年
5
月
29
日

（
日
）
に
瑞
浪
市
内

で
歓
迎
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
当
日
は
瑞
浪
市
の

勝
康
弘
副
市
長
や
麗

澤
瑞
浪
中
高
の
蟹
井

克
也
校
長
に
も
ご
出

席
い
た
だ
き
、
保
護

者
も
含
め
て
総
勢
50

名
で
懇
親
を
深
め
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
瑞
浪
市
内
の
在
学
生
は
今
年
は
6
学
年
で
1
6
0

名
と
な
り
、
約
5
人
に
1
人
が
瑞
浪
市
在
住
の
生
徒

と
な
り
ま
し
た
。

ー
ン
麗
澤
会

ゾ東
海
ゾ
ー
ン

　

平
成
28
年
２
月
20
日
（
土
）
に
「
人
生
の
目
的
を

知
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
コ
ー
チ
ン
グ
講
座
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
、
未
来

創
聖
株
式
会
社
代
表

取
締
役
、
国
際
コ
ー

チ
協
会
認
定
プ
ロ

コ
ー
チ
養
成
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
の
津
田

紘
彰
氏
（
60
瑞
）
を

お
迎
え
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
19
歳
〜

39
歳
ま
で
の
麗
澤
会

員
16
名
が
集
ま
り
ま

し
た
。

　

ア
イ
ス
ブ
レ
ー
ク

で
、
初
対
面
の
参
加

者
同
士
も
打
ち
解
け

合
い
、
講
師
の
自
己

開
示
を
含
め
た
さ
ま

ざ
ま
な
話
に
ぐ
ん
ぐ

ん
引
き
込
ま
れ
て
い

き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
コ
ー
チ

ン
グ
ス
キ
ル
を
教
え

て
い
た
だ
き
、
人
生

の
目
的
を
明
確
に
す

る
た
め
の
コ
ー
チ
ン

グ
を
参
加
者
同
士
が

交
流
を
深
め
な
が
ら

行
い
ま
し
た
。

　

あ
っ
と
い
う
間
の

３
時
間
、
最
後
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
顔
に
笑
み
が
満

ち
る
、
素
敵
な
講
座
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
東
海
ゾ
ー
ン
の
企
画
を
お
楽
し
み
に
。

ル
ー
プ
麗
澤
会

グア
ー
チ
ス
ト
ク
ラ
ブ

　

平
成
28
年
４
月
６
日
（
水
）、
暖
か
い
日
差
し
の

中
、
た
く
さ
ん
の
お
花
見
の
人
た
ち
の
な
か
に
交

じ
っ
て
最
高
の
ス
ケ
ッ
チ
日
和
で
し
た
。
ス
ケ
ッ
チ

し
て
い
る
姿
を
み
て
参
加
の
申
し
込
み
を
し
て
く
れ
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た
人
も
あ
り
、
活

動
の
励
み
に
な
り

ま
し
た
。ま
た
、昼

食
後
は
櫻
井
代
表

に
よ
る
「
パ
ー
ス

の
描
き
方
」
の
講

習
会
を
行
い
、
長

年
デ
ザ
イ
ン
の
お

仕
事
に
携
わ
っ
て

き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を

教
わ
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
就
職
す

る
人
に
は
と
て
も

貴
重
な
お
話
で
し
た
。

　

今
後
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
場
所
を
変
え
て
の
ス

ケ
ッ
チ
会
や
今
年
は
生
誕
1
5
0
年
を
記
念
し
て
特

別
企
画
の
銀
座
地
球
堂
で
の
ア
ー
ト
フ
ェ
ア
（
10
月

31
日
（
月
）
〜
11
月
５
日
（
土
））
を
行
う
予
定
で

す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

囲
碁
ク
ラ
ブ

　

今
年
で
32
年
目
を
迎
え
る
麗
澤
会
囲
碁
ク
ラ
ブ
主

催
「
第
32
回
新
春
囲
碁
懇
親
会
」
を
平
成
28
年
１
月

31
日
（
日
）
公
益
財
団
法
人
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
総

合
本
館
研
修
室
に
お
い
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

麗
澤
15
期
か
ら
28

期
ま
で
の
会
員
５

名
、
会
友
７
名
に
よ

る
合
計
12
名
の
参
加

者
で
、
た
い
へ
ん
和

や
か
な
雰
囲
気
の
な

か
で
の
対
局
と
な
り

ま
し
た
。
対
局
で
は

持
ち
時
間
が
１
局
60

分
、
こ
れ
を
超
え
る

場
合
は
制
限
時
間
各
10
分

の
時
計
を
使
っ
た
対
局
と

な
り
ま
す
。
今
回
は
３
局

が
時
計
対
局
と
な
り
ま
し

た
。

　

全
員
が
午
前
中
２
局

と
、
昼
食
を
挟
ん
で
の
２

局
と
計
４
回
の
対
局
を
行

い
、
予
定
通
り
懇
親
会
を

進
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

ス
イ
ス
方
式
に
よ
る
結

果
は
以
下
の
と
お
り
で

す
。

　

次
回
の
懇
親
会
は
８
月
28
日
（
日
）
に
開
催
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。
開
催
日
が
近
づ
き
ま
し
た
ら
、

あ
ら
た
め
て
案
内
を
申
し
上
げ
ま
す
の
で
、
奮
っ
て

ご
参
加
い
た
だ
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。

順位 氏名 段級位 勝敗 所属
優勝 中島　輝雄 三段 ４勝０敗 麗澤15期
２位 笠　　秀毅 四段 ３勝１敗 会友
３位 小松　　透 二段 ３勝１敗 会友
４位 度会　和三 四段 ２勝２敗 麗澤17期
※ 優勝されました中島三段は、規定により次
回から四段に昇段されます

　平成28年春の叙勲は、旭日章及び瑞宝章を
合わせて4023名の方々が受章され、田中駿平
名誉教授が、多年にわたっての教育研究の功
績が認められ、瑞宝小綬章を授与されまし
た。
　田中駿平名誉教授は、日本英文学会や日本
シェイクスピア協会に所属し、英文学の中で
も特に演劇の分野の研究に取り組み多大な研
究成果を挙げられました。また、麗澤高等学
校で8年間、麗澤大学では43年間の長きにわ
たり専任教員として教 を執られ、積極的に
学生・生徒の育成に取り組まれました。その
間、麗澤大学では外国語学部イギリス語学科
主任、学務部長、外国語学部長、大学事務局
長等を歴任され、麗澤大学の大きな変革と発
展の歩みの中で中心的な役割を担い多大な貢
献をされました。更には学校法人廣池学園の
理事、常務理事を務められ、学校法人全体の
経営と運営に尽力されました。
　また、『道徳科学の論文』の英訳Chikuro 
Hiroike, Towards Supreme Morality: An 
Attempt to Establish the New Science of 
Moralogy（the Institute of moralogy, 2002）
の刊行に携わり、この英訳事業は委員会発足
から出版に至るまで30年に及ぶ労作でした
が、氏はその活動に当初から翻訳担当者の一
人として、そして最終段階の刊行委員会にお
いては副委員長として、この大事業の完成に
貢献しました。
　以上のように、麗澤大学における教育研究
に大きな足跡を残しているのみならず、専門
分野の学会での研究、英語教育、さらには
「モラロジー」の海外への発信という分野に
おいて、極めて大きな功績を残されました。

田中 駿平名誉教授
瑞宝小綬章を受章
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開 催 概 要

本セミナー：平成28年８月５日㈮12:00集合～７日㈰16:00解散予定
　　　　　　　〒455-0015愛知県名古屋市港区港栄1-8-23
　　　　　　　邦和セミナープラザ
　　　　　　　TEL：052-654-3321　　FAX：052-654-3320
フォローアップ：平成28年12月３日㈯10：00～17：00を予定　＊廣池学園を予定

開催日程

参加資格
30代までの麗澤会会員　＊定員12名
原則として、全日程（フォローアップ含む）参加できること
・プログラムは全面変更のため、過去のリーダーシップセミナー受講者も参加可能

参加費用 無料：参加費、及び会場までの交通費を全額麗澤会にて負担

問い合わせ先 麗澤会本部事務局　04-7173-3205

申し込み

①名前、②卒業校名（卒業期）、③会社名、④仕事内容、⑤メルアド、⑥連絡先（携帯）、⑦住
所、⑧参加の目的・質問などを記入の上、HP（申し込み画面）またはFAX、メールにて申し
込み後、本部より参加承諾の連絡をさせていただき申し込み完了となります。
FAX番号：04-7173-3146
メールアドレス：reitakukai@ad.reitaku-u.ac.jp
平成28年６月１日より、先着順受付開始

セミナーファシリテーター場活師「のり」
●ここはつ（こころ発電）主宰　場活師　西村統行（にしむら・のりゆき）
　 30代後半から４つの企業の経営トップを歴任。その間、自らの成功と挫折・失敗経験を通じ、当事者と一緒に
なって組織変革の実現や職場活性化のシナリオづくりを支援する活動を展開。また、「ここはつ（こころの発電
機）サロン」を主宰し、年間1000名以上の働く人のエネルギーをチャージし続ける。麗澤高校（43期）卒業。

Reitakukai Youth Leadership Seminar

来たれ！リーダーよ

麗澤の卒業生が自分の職場、学校、家庭、地域、キャリアでリーダーシップを発揮できるための気
づき・学びのための機会を提供します＊。　＊ Wellbeing study：よりよく生きるための能力開発セミナー

セミナーの
目的

講義・座学形式でなく体験学習（アクションラーニング）中心
参加者各人のリーダーシップ開発に特化したプログラム
コーチング、AI（Appreciative Inquiry）などの最新の人材開発手法を採用
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麗澤会新社会人歓迎会第１回

フレッシャーは無料でご招待！

のご案内
　この「新社会人歓迎会」は麗澤大学、麗澤中学・高等学校、麗澤瑞浪中
学・高等学校を卒業した麗澤会員が、就職し、新社会人になった年に、先輩会
員が世代を超えて一堂に会し、新社会人を歓迎、応援するイベントです。
　新社会人のみなさん、様々な業界で活躍している先輩の生の声を聞いてみませんか？
　先輩会員のみなさん、後輩を応援するとともに、より幅広く絆を広めて麗澤会を盛り
上げていきましょう。新社会人は全員無料でご招待します。みなさまお誘いあわせのう
え、どうぞご参加ください。

応援したい
先輩方も

ぜひご参加を

９月24日（土・麗澤会の日）　午後２時半（受付開始）～午後６時頃まで日　時

麗澤大学学生食堂「ひいらぎ」（千葉県柏市）会　場

新社会人応援スピーチ、Q&Aセッション、恩師との交流、
名刺・携帯情報など交換会、景品の当たるビンゴゲームなど

内　容

新社会人（大学院卒を含みます）は無料ご招待。
先輩会員は20代2000円、30代以上3000円
※ 別途、ビンゴゲームの景品を募集します。麗澤会へ原価での販売のご協力を
お願いします。詳細は問い合わせ先まで。

会　費

麗澤会ホームページからお申し込みください。申　込

木津孝道（麗高43） ☎ 090-3216-1279
石河睦生（麗高57） ☎ 090-8179-1246

お問い合わせ

�� � � � �� � � 	 
 � � 
 � �
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平
成
28
年
5
月
20
日
ま
で
に
次
の

方
々
か
ら
協
力
金
な
ら
び
に
寄
付
金
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
篤
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

 

（
敬
称
略･

カ
ッ
コ
内
数
字
は
通
期
）

麗
澤
会
協
力
金

野
田
茂
（
9
専
）、
松
久
章
（
9
専
）、

松
田
禎
子
（
13
高
短
）、
河
合
嘉
朗

（
14
短
）、
14
期
麗
高
同
窓
会
、
高
橋

孝
典
（
15
短
）、
加
藤
法
康
（
19
高
）、

中
川
千
恵
子
（
19
高
）、
中
島
敬
三
郎

（
20
高
短
）、
篠
田
静
江
（
21
高
）、
山

﨑
伃
志
子
（
21
高
）、
黒
田
忠
宏
（
22

高
）、
内
田
八
代
（
25
高
）、
光
恒
志
津

子
（
25
高
）、
25
・
29
期
麗
高
有
志
、

市
川
孝
夫
（
27
瑞
）、
田
中
拓
治
（
27

高
）、
谷
口
光
明
（
27
高
大
）、
西
川
敏

博
（
27
大
）、
中
島
邦
子
（
28
高
）、

野
出
明
敬
（
29
大
）、
三
井
麗
子
（
29

高
）、
三
好
幸
夫
（
29
高
）、
森
田
政
見

（
30
瑞
）、
渡
辺
誠
（
30
瑞
）、
炭
竃
道

子
（
31
瑞
）、
松
田
佳
子
（
31
高
）、

北
川
栄
一
（
32
高
33
大
）、
青
木
久
子

（
33
高
）、
門
脇
本
一
（
33
瑞
）、
坂

本
紀
一
（
33
高
大
）、
北
條
寛
子
（
33

高
）、
大
場
康
子
（
34
瑞
）、
發
坂
卓
雄

（
35
高
大
）、
石
田
徳
太
郎
（
36
高
）、

京
極
亜
津
子
（
37
高
大
）、
三
浦
育
子

（
38
高
）、
吉
田
憲
史
（
39
高
大
）、

戸
松
啓
二
（
40
高
）、
加
藤
智
教
（
40

瑞
）、
菊
地
一
美
（
42
高
）、
本
城
浩
美

（
42
瑞
）、
熊
田
仲
宏
（
43
高
）、
種

田
敏
徳
（
44
瑞
）、
飴
田
利
江
子
（
45

瑞
）、
後
藤
泰
秀
（
45
瑞
）、
鈴
木
貴
子

（
45
高
）、
鎌
谷
祐
三
子
（
51
瑞
）、
七

條
佳
子
（
56
高
）、
新
井
誠
（
57
瑞
）、

中
道
志
保
（
57
瑞
58
大
）、
高
木
智
子

（
59
大
）、
尾
島
洋
平
（
62
大
）、
三
笠

修
司
（
65
瑞
）、
西
智
弘
（
76
瑞
）、
匿

名
２
名

奨

学

基

金

西
村
幾
代
（
29
高
）、
中
西
保
夫
（
30

瑞
）、
門
脇
本
一
（
33
瑞
）、
坂
本
紀
一

（
33
高
大
）、
發
坂
卓
雄
（
35
高
大
）、

池
田
香
（
38
瑞
大
）、
三
浦
功
暉
（
78

高
）ス

ポ
ー
ツ
基
金

内
田
八
代
（
25
高
）、
池
辺
祐
三
子

（
26
高
）、
坂
本
紀
一
（
33
高
大
）、
發

坂
卓
雄
（
35
高
大
）、
池
田
香
（
38
瑞

大
）、
北
田
峰
子
（
55
大
）、
高
橋
寿
季

（
72
瑞
）

麗
澤･

箱
根
駅
伝（
麗
大
陸
上
競
技
部
）

内
田
八
代
（
25
高
）、
武
藤
正
巳
（
27

瑞
）、
堀
口
榮
一
郎
（
32
大
）、
門
脇
本

一
（
33
瑞
）、
坂
本
紀
一
（
33
高
大
）、

發
坂
卓
雄
（
35
高
大
）、
池
田
香
（
38

瑞
大
）、
北
田
峰
子
（
55
大
）、
安
田
恵

理
佳
（
70
大
）

被
災
支
援
金

西
村
幾
代
（
29
高
）、
松
田
佳
子
（
31

高
）、
坂
本
紀
一
（
33
高
大
）、
發
坂
卓

雄
（
35
高
大
）、
田
口
英
樹
（
43
高
）、

谷
渕
由
美
（
43
瑞
）、
種
田
敏
徳
（
44

瑞
）、
中
村
芳
枝
（
48
高
大
）、
原
田
園

弓
（
53
瑞
）

御
協
力
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す

・

更

住
所
変

お
た
よ
り

住

所

変

更

　

れ
い
だ
い 

▼
池
谷

　
京
（
53
期
）（
旧
姓　

島
）

　

 

〒
4
1
0
―
1
3
1
2　

静
岡
県
駿
東

郡
小
山
町
菅
沼
8
0
4
―
4

▼
朱

　
怡
靜
（
57
期
）

　

 

台
湾
省
台
北
市
大
安
區
安
和
路
一
段

1
0
0
號
6
樓
之
1

▼
谷
敷

　
透
（
60
期
）

　

 

〒
8
0
0
―
0
2
2
5　

福
岡
県
北
九

州
市
小
倉
南
区
田
原
2
―
5
―
10
ケ
イ
エ

ス
パ
シ
オ
曽
根
2
0
2
号
室

　
れ
い
こ
う 

▼ 

友
滝

　
和
人
（
35
期
）

　

 

〒
4
5
9
―
8
0
1
6　
　

名
古
屋
市

緑
区
南
大
高
2
―
5
0
2

▼ 

佐
藤

　
昌
延
（
53
期
）

　

 

〒
1
6
9
―
0
0
7
2　

東
京
都
新
宿

区
大
久
保
3
―
11
―
1　

大
久
保
3
丁
目

ア
パ
ー
ト
1
3
0
2

▼ 

七
竹

　
仁
美
（
58
期
）（
旧
姓 

佐
々
木
）

〒
7
3
9
―
0
3
2
3　

広
島
県
広
島

市
安
芸
区
中
野
東
6
―
7
―
14　

レ
ジ
デ

ン
ス
和
Ａ
1
0
1

　

 shichitake@
gm
ail.com

▼ 

杉
山

　
さ
ち
代
（
60
期
）（
旧
姓 

大
隅
）

〒
2
7
1
―
0
0
7
3　

千
葉
県
松
戸

市
小
根
本
85
―
1
―
2
0
2

▼ 

金
子

　
真
由
美
（
65
期
）（
旧
姓 

本
田
）

　

 

〒
2
7
0
―
0
0
3
4  

千
葉
県
松
戸
市

新
松
戸
4
―
2
7
0　

 

B
―
6
0
2

▼ 

平
木
　
漠
（
73
期
）

　

 

〒
6
4
0
―
0
1
1
2　

和
歌
山
県
和

歌
山
市
西
ノ
庄
1
0
9
5　

清
明
寮　

中
4
0
9
号
室

　
み
ず
こ
う 

▼ 

日
比
野
　
満
洋
（
瑞
高
９
期
）

　

 

〒
2
7
0
―
0
1
4
3　

千
葉
県
流
山

市
向
小
金
２
の
２
１
３
の
１
の
３
０
１

▼ 

藤
井

　
孝
宏
（
瑞
高
31
期
定
）

　

 

〒
5
0
5
―
0
1
2
5　

岐
阜
県
可
児

郡
御
嵩
町
伏
見
６
３
０
の
３　

亀
井
喜
平

様
方

▼ 

柴
垣

　
健
太
郎
（
瑞
高
36
期
）

　
 

〒
7
7
1
―
1
2
7
3　

徳
島
県
板
野

郡
藍
住
町
勝
瑞
字
西
勝
地
78
の
12

▼ 
丸
岡

　
寛
和
（
瑞
高
41
期
）

　

 
〒
2
1
3
―
0
0
1
4
神
奈
川
県
川
崎

市
高
津
区
新
作
１
の
21
の
９　

　

ル
シ
エ
ン
テ
ル
ミ
エ
ー
ル
３
０
３

お

た

よ

り

　

れ
い
だ
い 

▼
北
川

　
栄
一
（
33
期
）

　

 

〒
5
1
5
―
3
1
3
4　

三
重
県
津
市

白
山
町
真
見
8
7
1
リ
バ
ー
パ
ー
ク
真

見
24
号

　

 　

本
年
４
月
に
家
内
が
腹
膜
が
ん
で
亡
く

な
り
ま
し
た
。
昨
年
よ
り
療
養
の
た
め
二

人
で
三
重
の
地
で
回
復
に
努
め
て
お
り
ま

し
た
が
、
残
念
な
こ
と
に
先
に
逝
か
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
野
田
の
地
に
留
ま
っ
て

学
園
の
お
手
伝
い
の
真
似
事
で
も
と
も
考

え
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
心
機
一
転

家
内
の
亡
く
な
っ
た
地
で
再
出
発
す
る
こ

と
に
い
た
し
ま
た
。
転
居
し
て
６
ヶ
月
気

持
ち
の
整
理
も
つ
い
て
き
て
周
り
を
見
渡

す
余
裕
も
出
て
き
ま
し
た
。
少
し
で
も
周

り
の
方
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
精
進
努
力

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
れ
い
こ
う 

▼ 

伊
東
　
敬
光
（
33
期
）

　

 

〒
5
8
0
―
0
0
1
4　

大
阪
府
松
原

市
岡
3
―
1
―
28

　

 　

先
日
、
二
宮
金
次
郎
七
代
目
子
孫
の
中

桐
万
里
子
さ
ん
の
お
話
を
聞
く
機
会
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、「
生
き
て
い
る

こ
と
が
幸
せ
な
ん
で
す
よ
。
さ
あ
幸
せ
贈

り
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」
と
話
さ
れ
た
と

き
、
な
ぜ
か
胸
の
つ
か
え
が
と
れ
た
よ
う

に
思
い
ま
し
た
。
残
り
の
人
生
、
家
庭
に

社
会
に
幸
せ
贈
り
に
頑
張
ろ
う
33
期
！
！

　

 　

そ
し
て
、
麗
澤
５
人
組
、
今
年
も
元
気

で
芦
屋
に
集
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
麗

澤
の
御
縁
に
感
謝
し
ま
す
。

▼ 

佐
藤

　
陽
士
（
39
期
）

　

 

〒
3
3
3
―
0
8
0
1　

埼
玉
県
川
口

市
東
川
口
3
―
4
―
36

　

hal-9000@
best.tbs.co.jp

　

 　

今
年
度
よ
り
母
校
（
東
京
電
機
大
）
大

学
院
に
て
、
１
コ
マ
講
座
を
開
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
度
よ
り
25
歳

の
長
男
が
就
職
決
ま
り
ま
し
た
。
さ
ら
に

22
歳
の
長
女
も
来
年
病
院
に
就
職
決
ま
り

ま
し
た
。
11
月
か
ら
ペ
ッ
ト
（
犬
）
を
飼

い
始
め
ま
し
た
。

　
み
ず
こ
う 

　

北
條
製
餡
、創
業
１
０
４
年

▼
北
條

　
義
幸
（
瑞
高
７
期
）

　

 　

創
業
１
０
４
年
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。よ
り
一
層
の
生
産
量
の
増
大
と
衛

生
管
理
の
向
上
の
為
、本
工
場
を
揖
保
郡
太

子
町
に
移
転
い
た
し
ま
し
た
。近
く
に
来
ら

れ
た
時
は
是
非
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　

 （
〒
6
7
0
―
0
0
9
6　

兵
庫
県
姫
路

市
西
新
在
家
２
の
10
の
８
）

　

娘
が
結
婚

▼
遠
藤
　
孝
子
（
瑞
高
26
期
）

　

 　

長
女
が
お
か
げ
さ
ま
で
、
こ
の
春
１
月

17
日
に
結
婚
式
を
あ
げ
ま
し
た
。

　

 （
〒
4
7
0
―
0
1
6
2　

愛
知
県
愛
知

郡
東
郷
町
大
字
春
木
字
高
貝
49
―
10
）
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鋭
い
ま
な
ざ
し
で
は
な
く
、
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
た
や
さ
し
い
表
情
を
し
て
い
た
。

　

９
年
間
も
の
間
、
こ
の
麗
澤
の
地
で
過

ご
し
て
き
た
彼
に
と
っ
て
、
麗
澤
で
の
学

び
は
ど
の
よ
う
に
い
か
さ
れ
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
。「〝
三
方
よ
し
〞
っ
て
言
葉
が
あ

り
ま
す
よ
ね
。
ま
さ
に
今
、
私
の
テ
ニ
ス

人
生
に
一
番
生
か
さ
れ
て
い
る
学
び
の
一

つ
な
ん
で
す
。
試
合
で
は
自
分
が
勝
て
ば

そ
れ
で
い
い
と
は
思
っ
て
い
な
く
て
。
も

ち
ろ
ん
勝
つ
に
こ
し
た
こ
と
は
な
い
の
で

す
が
、
私
が
試
合
に
勝
て
た
の
は
、
相
手

の
選
手
が
い
て
く
れ
た
か
ら
だ
し
、
応
援

し
て
く
れ
る
フ
ァ
ン
の
皆
様
が
い
た
か

ら
。
そ
し
て
指
導
し
て
く
れ
た
コ
ー
チ
、

ス
タ
ッ
フ
が
い
た
か
ら
。
自
分
が
よ
け
れ

ば
そ
れ
で
い
い
と
い
う
考
え
で
は
、
ス

ポ
ー
ツ
で
も
絶
対
に
結
果
は
で
ま
せ
ん
。

何
事
も
相
手
あ
り
き
。
私
は
そ
う
考
え
て

い
ま
す
」
と
、
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
教
え

て
く
れ
ま
し
た
。
麗
澤
で
学
ん
だ
こ
の
精

神
は
世
界
で
活
躍
す
る
今
も
な
お
大
切

な
、
国
枝
選
手
の
〝
コ
ア
〞
と
し
て
残
っ

て
い
る
。
世
界
の
ト
ッ
プ
に
居
続
け
る
彼

　
「
麗
澤
高
校
で
３
年
間
、
麗
澤
大
学
で

４
年
間
、
そ
し
て
職
員
と
し
て
２
年
間
の

合
計
９
年
間
を
こ
の
麗
澤
で
過
ご
し
た
わ

た
し
に
と
っ
て
、
こ
こ
は
帰
る
場
所
な
の

で
す
」。
そ
う
語
る
の
は
、
今
や
世
界
で

活
躍
す
る
プ
ロ
車
い
す
テ
ニ
ス
プ
レ
ー

ヤ
ー
の
国
枝
慎
吾
選
手
。

　

年
間
の
半
分
以
上
は
海
外
で
過
ご
し
、

ほ
と
ん
ど
試
合
や
練
習
の
日
々
を
送
る
国

枝
選
手
に
強
さ
の
秘
訣
を
伺
う
と
意
外
な

答
え
が
返
っ
て
き
た
。「
も
ち
ろ
ん
精
神

的
、
肉
体
的
な
強
さ
は
必
須
で
す
。
で
も

こ
う
し
て
国
内
外
で
の
大
会
、
と
く
に
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
で
戦
っ
て
い
ら
れ
る

の
は
、
こ
う
し
て
帰
っ
て
く
る
と
温
か
く

迎
え
て
く
れ
る
家
族
や
友
人
、
そ
し
て
居

場
所
が
あ
る
か
ら
。
久
し
ぶ
り
に
麗
澤
高

校
、
麗
澤
大
学
に
お
じ
ゃ
ま
し
て
も
み
ん

な
が
『
国
枝
選
手
』
で
は
な
く
て
『
国
枝

く
ん
』
な
ん
て
呼
ん
で
受
け
入
れ
て
く
れ

る
と
ほ
っ
と
し
ま
す
ね
。
だ
か
ら
こ
そ
今

の
自
分
が
存
在
し
て
い
ま
す
」
と
笑
顔
な

が
ら
に
答
え
て
く
れ
た
。
実
際
に
キ
ャ
ン

パ
ス
を
歩
く
国
枝
選
手
に
は
次
か
ら
次
へ

と
声
が
か
か
る
。
そ
の
声
は
ど
れ
も
「
お

か
え
り
ー
！
」
や
「
久
し
ぶ
り
だ
ね
、
体

調
ど
う
？
」
な
ど
〝
国
枝
選
手
〞
へ
の
声

援
と
い
う
よ
り
は
〝
国
枝
く
ん
〞
を
気
遣

う
も
の
ば
か
り
で
こ
ち
ら
ま
で
温
か
い
気

持
ち
に
な
っ
た
。
国
枝
選
手
も
終
始
笑
顔

で
お
話
し
さ
れ
て
い
て
、
選
手
の
と
き
の

を
支
え
て
い
る
の
は
こ
の
精
神
な
の
か
も

し
れ
な
い
と
ひ
そ
か
に
感
じ
た
。

　

２
０
１
６
年
９
月
に
控
え
て
い
る
、
ブ

ラ
ジ
ル
の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
出
場
権
を
獲
得
し
て
い
る
国

枝
選
手
。
そ
の
意
気
込
み
を
伺
う
と
力
強

い
一
言
を
い
た
だ
け
た
。「
一
番
き
れ
い
な

色
の
メ
ダ
ル
を
持
っ
て
、
ま
た
麗
澤
へ
報

告
し
に
帰
っ
て
き
ま
す
！　

そ
れ
だ
け
で

す
！
」と
満
面
の
笑
み
で
言
い
切
っ
た
彼

か
ら
は
勝
利
へ
の
確
信
が
感
じ
取
れ
た
。

　

最
後
に
写
真
撮
影
を
お
願
い
す
る
と
、

突
然
、
教
室
の
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
『
オ

レ
は
最
強
だ
！　

国
枝
慎
吾
』
と
達
筆
に

書
き
上
げ
た
か
と
思
う
と
、
ペ
ン
を
片
手

に
「
み
ん
な
わ
か
っ
た
？　

俺
は
最
強
な

ん
だ
！
」
と
誰
も
い
な
い
教
室
で
先
生
を

ま
ね
て
ポ
ー
ズ
を
取
っ
て
く
れ
た
。
世
界

を
舞
台
に
活
躍
す
る
選
手
で
あ
る
傍
ら
、

お
ち
ゃ
め
で
明
る
い
彼
を
垣
間
見
れ
て
う

れ
し
く
な
っ
た
。
麗
澤
大
学
一
同
、
こ
れ

か
ら
も
精
い
っ
ぱ
い
応
援
し
て
い
こ
う
と

心
の
底
か
ら
改
め
て
思
っ
た
瞬
間
で
も

あ
っ
た
。

帰
る
場
所
が
あ
る
か
ら
戦
え
る

プ
ロ
車
い
す
プ
レ
ー
ヤ
ー
　
国
枝
慎
吾
（
高
大
65
期
）
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　平成28年4月14日以降に熊本県と大分県で相次いで発生した熊本地震により被災された皆さまに、謹ん
でお見舞い申し上げます。被災した地域の皆様の安全と、一日も早い復興をお祈りいたします。
　この地震の際に、日本三大楼門の一つで重要文化財の「楼門」と拝殿が全壊した熊本県阿蘇市の阿蘇神
社の被災支援として麗澤会では特定目的支援金の募集を実施いたします。
　阿蘇神社権禰宜、芹口恭介様は麗澤大学39期イギリス語学科出身です。復興のために多額の費用と年
月を必要とする阿蘇神社に、「麗澤の絆」をもとにみなさんで支援の手を差し伸べてくださるようお願い
いたします。

阿蘇神社 特定目的支援金の募集

募金先

　私は昭和55年に麗澤大学を卒業し、肥後相互銀行（現　熊本銀行）に就職。平成2年に阿蘇
郡にある草部吉見神社の宮司家に養子入りし、その後神職の資格を取得して銀行業務の傍ら同
神社の宮司を務めておりました。
　平成26年3月に銀行を退職し、4月から兼務にて阿蘇神社にてご奉仕をさせて頂いているとこ
ろです。
　今回の阿蘇神社の熊本地震被害につきましては、4月16日未明１時26分の本震（震度7）で国
の重要文化財の楼門（日本三大楼門とされています）が全壊、また拝殿も同様に全壊いたしま
した。
　肥後の国の一の宮として、地元の方々の信仰の対象であった当社の変わり果てた姿に、お参
りの皆様の涙ぐまれる姿もよく見受けられます。
　国の重要文化財ですのでそれを維持するために建材等はそのまま使用して建て直します。大
体6～10年の期間を要し、経費も20億円を目標に集めていく方針ですが、なにしろ熊本県全体
が被災しておりましてめどが全くついておらず、大変苦慮しているところであり、全国に向け
て支援を呼びかけている状況です。

平成２８年５月９日

今回の「熊本地震」における阿蘇神社被災について
阿蘇神社　権禰宜　芹口恭介

銀行名 ゆうちょ銀行
支店名 〇五八支店（ゼロゴハチ）
預金種目 普通
口座番号 3994120
口座名義 麗澤会（レイタクカイ）





自分の目で見て、聞いて、麗澤を体験してみよう！！

寮体験で一足早い高校生活を

オープンキャンパス����

　サマーチャレンジ寮体験����

寮費減免制度を拡充  来たれ寮生

�月�日土、�日日、��日日開 催 日

10：00～15：30  受付開始9：30開 催 時 間

授業体験、AO入試対策講座、
TOEIC対策講座、小論文対策講座、
ANAエアラインスクールとの教育連携講座の紹介など

主なプログラム

※ 日によってプログラムが異なりますので、詳細は
麗澤大学ホームページをご確認ください

�月��日金～��日日開 催 期 間

10,000円（２泊３日の宿泊費・食費含む）受 講 費

中学３年生　男女各25名募 集 人 数

７月１日金～25日月（定員になり次第、締め切ります）申 込 期 間

麗澤中学高等学校
（ホームページからお申し込みください）

問い合わせ先

対 象 小学生：10／8土、11／19土
中学生：8／23火、8／24水、10／1土、11／12土

麗澤大学

麗澤中高

麗澤瑞浪
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日
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オープンキャンパスでは、麗大生の実際の姿や学び、ガーデンキャンパスなどをみなさんの目で確かめてい
ただけます！学生スタッフの先輩達や先生達が本音を伝えます！

集団生活で養われる「感謝・思いやり・自立」の３つの心と熱い友情。寮体験では麗澤高校生（寮生）が皆
さんをサポートして、実際の寮生活を過ごせます。もちろん、高校の授業や部活動も体験できます。中学生
の皆さんの参加をお待ちしています。

学校見学会

入寮費・寮指導費・寮費の2／3を減免
兄弟姉妹が本校又は麗澤各校に 1名在籍もしくは卒業している場合
入

入寮費・寮指導費・寮費の1／2を減免
保護者が本校又は麗澤各校を卒業している場合（１人目から）
入

兄弟姉妹が本校又は麗澤各校に 2名以上在籍もしくは卒業している場合
入寮費・寮指導費・寮費の全額を減免
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